
平成２２年度交通安全標語
コンクール入選作品

山都地区交通安全協会が募集した、交通安全の
標語コンクールの入選作品を毎月２作品ずつご
紹介していきます。（学校名・学年は当時）
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とびださない　よくみてわたろう　右ひだり　（御岳小１年　岡崎　こみち）
飛び出しで　人生かわる　そのしゅんかん　　（中島小６年　柿田　　航太）Contents 主な内容
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ブルーベリー
後期高齢者医療制度

まちの話題
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24Ｐ……………………
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矢部高日本拳法部
へき地保育所運動会

すくすく育て

ブルーベリー
山都町では、主に蘇陽地区を中心に栽培されて
いるブルーベリー。今年も青紫色の実をたわわ
に実らせました。（４・５ページに関連記事）

命の道、着 と々九州横断自動車道延岡線（嘉島～山都間）の進捗状況

　
九
州
の
中
央
部
の
広
域
的
な
連
携
を
図
り
、

国
道
４
４
５
号
や
国
道
２
１
８
号
の
代
替
道
路

と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
九
州
横
断
自
動
車
道

延
岡
線
（
通
称
：
九
州
中
央
自
動
車
道
）。

　
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
高
速
道
路

が
い
ち
早
く
復
旧
し
、
救
急
医
療
活
動
や
救

援
物
資
の
輸
送
な
ど
、
命
の
道
と
し
て
の
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
嘉
島
〜
山
都
間
（
延
長
23
㎞
）
は
、

国
と
県
が
事
業
費
や
管
理
費
な
ど
を
負
担
す

る
新
直
轄
方
式
で
整
備
さ
れ
ま
す
。
全
体
事

業
費
は
６
２
３
億
円
。
平
成
19
年
10
月
に
着

工
式
が
行
わ
れ
て
か
ら
、
着
々
と
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。（
用
地
進
捗
率
約
91
％
・
事
業

進
捗
率
約
38
％
）

　
九
州
縦
貫
自
動
車
道
か
ら
分
岐
す
る
嘉
島

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
益
城
町
小
池
に
設
置
さ
れ

る
小
池
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
間
（
１
・
８
㎞
）

は
平
成
25
年
の
供
用
開
始
予
定
、
小
池
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
矢
部
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
21
・
２
ｋ
ｍ
）
は
平
成
28
年
度
以
降
供
用
開

始
予
定
で
す
。（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
称

は
全
て
仮
称
）

　
山
都
町
で
は
今
後
も
、
諸
団
体
と
連
携
を

図
り
、
嘉
島
〜
山
都
間
の
早
期
完
成
と
、
山

都
〜
延
岡
間
72
㎞
（
現
基
本
計
画
区
間
）
の

整
備
区
間
へ
の
格
上
げ
を
目
指
し
て
、
国
交

省
な
ど
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

工区 御船・山都地区 山都都区

区間 嘉島町井寺～益城町小池 益城町小池 益城町小池～山都町北中島 山都町北中島～城平

区間延長 ０.９ｋｍ（有料事業区間） ０．９ｋｍ １０．８ｋｍ １０．４ｋｍ

・設計協議完了（Ｈ19.3）
・用地調査完了（Ｈ19.12）
・用地買収推進中
・塔平遺跡埋文調査完了
・嘉島工事に着手

・設計協議完了（Ｈ19.3）
・用地調査完了（Ｈ19.12）
・用地買収推進中
・塔平遺跡埋文調査中
・塔ノ平地区、西原地区
  改良工事完了
・小池橋下部工事（A1）
  施工中
・高木地区函渠工事施工中

・設計協議完了（Ｈ19.3）
・用地調査完了（Ｈ19.10）
・用地買収推進中
・山下遺跡埋文調査完了
・牧の原、釜出、玉来、田代八丁、南田代、
　津ヶ峯地区改良工事完了
・矢形川橋下部工（A2）工事完了
・山下地区函渠工工事施工中
・河内橋下部工外改良工事施工中
・八勢川橋下部工工事施工中
・鶴山谷トンネル工事施工中
・高平跨道橋上部工工事施工中
・高木、牧の原、牧の原2期、倉道、石場、
　玉来2期、上野下保手野、釜出地区
　改良工事施工中

・設計協議完了（Ｈ19.3）
・用地調査完了（Ｈ19.10）
・用地買収推進中
・北中島西原遺跡埋文調査着手
・千滝川橋床版工工事完了
・戸ノ上、餅田地区改良工事完了

嘉島・益城地区

進
捗
状
況

用地進捗率：約９１％　　　事業進捗率：約３８％
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山
都
町
の
北
西
部
に
は
、
阿
蘇
南
外
輪
山
の
麓
に
、
大
矢
野
原
の
広
大
な

草
原
が
広
が
っ
て
い
る
。
草
原
に
は
湿
原
も
あ
り
、
多
種
多
様
な
生
き
も
の

た
ち
が
観
察
で
き
る
。
矢
部
郷
自
然
観
察
会
は
、
こ
こ
で
過
去
に
２
回
観
察

会
を
実
施
し
た
。
山
都
町
に
は
特
徴
的
な
地
形
が
あ
り
、
緑
川
を
挟
ん
で
南

に
は
急
峻
な
九
州
中
央
山
地
が
あ
り
、
北
に
は
、
そ
れ
と
対
照
的
な
大
矢
野

原
の
草
原
が
あ
る
。

　
大
矢
野
原
は
、
春
に
は
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
湿
原
を
彩
り
、
草
原
に
は
ハ

ル
リ
ン
ド
ウ
な
ど
の
花
々
が
草
原
を
賑
わ
す
。
秋
に
は
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
が
爽

や
か
な
秋
風
に
揺
れ
る
。
そ
し
て
草
原
は
や
が
て
ス
ス
キ
の
穂
に
覆
わ
れ
金

色
に
輝
く
。

　
草
原
は
牛
の
放
牧
地
で
も
あ
る
。
矢
部
の
赤
牛
は
草
原
で
思
う
存
分
に
草

を
食
む
。
こ
の
と
き
セ
ン
ブ
リ
な
ど
の
植
物
も
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
で
胃
腸

の
調
子
が
整
い
健
康
に
育
つ
の
だ
。
し
か
し
、
近
年
セ
ン
ブ
リ
な
ど
の
薬
草

が
人
に
よ
っ
て
持
ち
去
ら
れ
る
た
め
、
牛
が
食
べ
る
分
が
減
っ
て
い
る
と
聞

く
。

　
大
矢
野
原
は
、
初
夏
に
な
る
と
夏
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
が
草
原
を
響
き
渡

る
。
代
表
的
な
の
は
カ
ッ
コ
ウ
だ
。

草
原
で
聞
く
カ
ッ
コ
ウ
の
透
き
通
っ

た
声
は
心
を
癒
や
し
て
く
れ
る
。カ
ッ

コ
ウ
の
仲
間
は
他
の
鳥
の
巣
に
托
卵

す
る
た
め
、
周
辺
の
野
鳥
は
穏
や
か

で
は
な
い
。
運
が
よ
け
れ
ば
希
少
種

で
あ
る
ク
ロ
ツ
グ
ミ
の
魅
力
的
な
さ

え
ず
り
を
聞
く
こ
と
が
出
来
る
。

  

紹
介
し
た
写
真
は
、
大
矢
野
原
の

湿
原
で
観
察
会
を
し
た
と
き
の
様
子

だ
。
子
ど
も
た
ち
が
ヤ
マ
ノ
イ
モ
の

ム
カ
ゴ
を
た
く
さ
ん
集
め
た
の
で
、

そ
の
場
で
煎
っ
て
み
ん
な
で
食
べ
た
。

「
お
い
し
い
！
」
と
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
懐
か
し
い
。

自
然
の
な
か
で
豊
か
に
育
つ
子
ど
も
た
ち

平成９年の大矢野原での観察会    

Y
O
U
＆
Y
O
U
通
信

Y
O
U
＆
Y
O
U
通
信

矢
部
郷
自
然
観
察
会

　代
表

　藤
吉
勇
治

Vol．50

そ
の
⑲   

●
お
問
い
合
わ
せ
先

山
都
町
役
場
　
浜
町
事
務
所
　
総
務
課
（
成
瀬
・
吉
田
）

【
専
用
電
話
】

０
９
０
ー
９
５
６
５
ー
９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
P
C
】 

m
arriage.support@

tow
n.kum

am
oto-yam

ato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

yo
u
_an
d
_yo
u.@
d
o
co
m
o.ne.jp

　
梅
雨
明
け
の
後
、
途
端
の
猛
暑

に
辟
易
し
ま
す
。
梅
雨
時
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
は
各
地
に
傷
跡
を
残
し
ま

し
た
が
、
直
ち
に
復
旧
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
梅
雨
明
け
の
緑
が
強
い
日
ざ
し

を
受
け
艶
や
か
に
輝
き
、
純
白
の

入
道
雲
が
紺
碧
の
空
に
鮮
や
か
に

湧
き
た
ち
ま
す
。
山
都
町
が
誇
る

べ
き
夏
の
風
景
で
す
。

　
新
幹
線
効
果
が
山
都
町
に
も
及

び
は
じ
め
ま
し
た
。
在
阪
時
代
の

友
人
が
大
挙
し
て
、
新
幹
線
を
利

用
し
て
山
都
町
を
訪
れ
て
く
れ
ま

し
た
。
彼
ら
を
歓
迎
し
な
が
ら
、

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ

と
の
意
味
合
い
を
実
感
し
ま
し

た
。
人
と
の
出
会
い
で
印
象
を
濃

く
し
、
人
を
尊
敬
す
る
こ
と
に
よ

り
、
必
ず
果
報
に
恵
ま
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
生
涯
に
お
い
て
、
人

と
出
会
う
機
会
は
そ
う
多
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
こ
の

世
に
生
を
受
け
た
喜
び
を
最
大
限

に
享
受
す
る
に
は
、
人
と
の
出
会

い
を
努
め
て
求
め
、
そ
れ
を
宝
と

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
不
愉

快
な
出
会
い
は
不
幸
で
も
あ
り
ま

す
。

　
国
民
宿
舎
の
利
用
も
、
連
休
以

降
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
幣

立
宮
に
は
参
拝
客
が
益
々
増
え
て

い
ま
す
。

　
蘇
陽
病
院
の
建
設
で
は
、
入
札

も
終
え
、
来
年
度
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
馬
見
原
商
店
街
の
賑
わ

い
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
な
、
病

院
経
営
を
考
え
ま
す
。

　
熊
本
バ
ス
浜
町
営
業
所
の
買
収

が
終
わ
り
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
八
朔
祭
の
本
部
会
場
と
し
て
、

長
年
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
浜

町
会
館
も
地
権
者
の
ご
厚
意
に
よ

り
取
得
で
き
ま
し
た
。
商
店
街
の

活
性
化
を
築
く
た
め
の
利
活
用
を

目
指
し
ま
す
。

　
矢
部
広
域
病
院
が
改
築
中
で

す
。
人
の
集
ま
る
施
設
の
立
地
は
、

商
店
街
の
賑
わ
い
に
と
っ
て
、
大

き
な
条
件
の
一
つ
で
す
。
庁
舎
も

早
期
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

町
長
室
か
ら

町
長
室
か
ら

甲
斐   

利
幸

公用車売ります！ ８月２５日に蘇陽総合支所でせり売り

町の公用車１台を「せり売り」で売却します。
物件詳細は下記のとおりです。

ニッサン　キャラバン
黄　色
平成１５年３月
2,380cc
145,912km
熊本　300　な　1355
平成２３年３月２９日（車検なし）

物 　 件
車 体 色
初年度登録年月
排  気  量
走 行 距 離
登 録 番 号
車 検 満 了 日

※保育園児送迎車両として利用していたため、車両（座席等）
　は改造されています。

○日時及び場所
　　日　時　　８月２５日（木） 午前１０時
　　場　所　　山都町役場　蘇陽保健センター会議室（今500）

○参加資格
　（１）①個人又は法人を対象とします。（町内外は問いません。）
　　　②個人の場合、満２０歳以上の成人で普通自動車免許を有する方。
　　　③指定する期間内に、名義変更等所定の手続きが自ら完了できる方。

（落札後の諸経費は、すべて落札者負担となります。）
　　※次に該当する方は、参加できません。
　　　①各種町税（料）や負担金などに未納がある方。
　　　②成年後見人及び被保佐人並びに破産者で復権を得ない方。
　　　③競争入札において、公正な執行を妨げた又は公正な価格の成立を

害し、若しくは不正な利益を得る為に連合した者で、その事実があっ
た後２年を経過していない者。

○売却車両の展示日及び場所
　　日　時　　８月１８日（木）～２４日（水）
　　　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分
　　場　所　　山都町役場　蘇陽総合支所　正面駐車場
　　　　　　　※試乗はできません。

○その他
①入札に参加される方は、入札保証金が

必要となります。（見積った金額の

100 分の5以上）

②物件の引渡しは、現状渡しとし、引渡

し後の不調や故障についての補償は一

切負いません。

③参加に必要な資格が満たされていない

ことが判明した場合は、入札は無効と

なります。

○問い合わせ先
　山都町役場 蘇陽総合支所 健康福祉課
　　　電話 0967-83-1111（代）

　
Y
O
U
＆
Y
O
U
20
組
目
と
な
る
岩
永 

裕
樹
さ

ん
・
ゆ
き
み
さ
ん
ご
夫
婦
（
矢
部
地
区
）
が
、
５
月

に
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　
二
人
の
出
会
い
は
、
平
成
20
年
７
月
の
長
崎
日
帰

り
交
流
会
で
し
た
。
そ
の
日
の
お
二
人
の
印
象
は
、

と
て
も
雰
囲
気
が
一
致
し
て
お
り
、
き
っ
と
お
似
合

い
の
カ
ッ
プ
ル
に
な
る
、
そ
ん
な
予
感
を
さ
せ
て
く

れ
る
お
二
人
で
し
た
。

　
多
く
の
仲
間
に
祝
福
を
受
け
た
お
二
人
、
こ
れ
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
幸
せ
な
家
庭
を
築
か
れ
る
こ
と
を
願

い
、
あ
た
た
か
く
見
守
り
続
け
ま
す
。

　
今
回
は
、
30
歳
代
を
対
象
と
し
た
第
１
回
目
の
交

流
会
を
町
内
に
て
行
い
ま
し
た
。
男
女
合
わ
せ
て
16

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
梅
雨
の
時
期
と
い

う
こ
と
で
、
屋
内
で
の
交
流
を
計
画
し
、
料
理
体
験

＆
押
し
花
ア
ー
ト
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
初

対
面
で
の
中
、
男
女
共
に
な
か
な
か
緊
張
が
と
れ
な
い
様

子
。
料
理
体
験
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
作
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
男
性
が
リ
ー
ド
す
る
班
・
女
性
が

リ
ー
ド
す
る
班
な
ど
お
い
し
く
完
成
し
ま
し
た
。
押
し
花

ア
ー
ト
体
験
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
感
じ
な
が
ら
、

お
互
い
協
力
し
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
出
会
い
は
、
緊
張
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
な
る
大
事
な
１
日
に

な
る
よ
う
に
と
毎
回
交
流
会
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
熱
い
思
い
の
男
性
た
ち
を
支
え
な
が
ら
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

☆
結
婚
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
☆

　
少
し
で
も
早
く
結
婚
し
た
い
と
真
剣
に
考
え
て
い
る

方
は
、
Y
O
U
＆
Y
O
U
に
ぜ
ひ
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
、
今
よ
り

明
る
い
未
来
が
見
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
相
談
員
が
、
後
押

し
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

〜
Y
O
U
＆
Y
O
U
　

　
　
　
　
　 

第
20
号
カ
ッ
プ
ル
誕
生
〜 ＊岩永 裕樹・ゆきみ夫妻＊

☆
６
月
交
流
会
紹
介
☆

　栗屋　誉男 (神ノ前 )
　TEL 　83-0691
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山
都
町
の
北
西
部
に
は
、
阿
蘇
南
外
輪
山
の
麓
に
、
大
矢
野
原
の
広
大
な

草
原
が
広
が
っ
て
い
る
。
草
原
に
は
湿
原
も
あ
り
、
多
種
多
様
な
生
き
も
の

た
ち
が
観
察
で
き
る
。
矢
部
郷
自
然
観
察
会
は
、
こ
こ
で
過
去
に
２
回
観
察

会
を
実
施
し
た
。
山
都
町
に
は
特
徴
的
な
地
形
が
あ
り
、
緑
川
を
挟
ん
で
南

に
は
急
峻
な
九
州
中
央
山
地
が
あ
り
、
北
に
は
、
そ
れ
と
対
照
的
な
大
矢
野

原
の
草
原
が
あ
る
。

　
大
矢
野
原
は
、
春
に
は
ノ
ハ
ナ
シ
ョ
ウ
ブ
が
湿
原
を
彩
り
、
草
原
に
は
ハ

ル
リ
ン
ド
ウ
な
ど
の
花
々
が
草
原
を
賑
わ
す
。
秋
に
は
マ
ツ
ム
シ
ソ
ウ
が
爽

や
か
な
秋
風
に
揺
れ
る
。
そ
し
て
草
原
は
や
が
て
ス
ス
キ
の
穂
に
覆
わ
れ
金

色
に
輝
く
。

　
草
原
は
牛
の
放
牧
地
で
も
あ
る
。
矢
部
の
赤
牛
は
草
原
で
思
う
存
分
に
草

を
食
む
。
こ
の
と
き
セ
ン
ブ
リ
な
ど
の
植
物
も
一
緒
に
食
べ
る
こ
と
で
胃
腸

の
調
子
が
整
い
健
康
に
育
つ
の
だ
。
し
か
し
、
近
年
セ
ン
ブ
リ
な
ど
の
薬
草

が
人
に
よ
っ
て
持
ち
去
ら
れ
る
た
め
、
牛
が
食
べ
る
分
が
減
っ
て
い
る
と
聞

く
。

　
大
矢
野
原
は
、
初
夏
に
な
る
と
夏
鳥
た
ち
の
さ
え
ず
り
が
草
原
を
響
き
渡

る
。
代
表
的
な
の
は
カ
ッ
コ
ウ
だ
。

草
原
で
聞
く
カ
ッ
コ
ウ
の
透
き
通
っ

た
声
は
心
を
癒
や
し
て
く
れ
る
。カ
ッ

コ
ウ
の
仲
間
は
他
の
鳥
の
巣
に
托
卵

す
る
た
め
、
周
辺
の
野
鳥
は
穏
や
か

で
は
な
い
。
運
が
よ
け
れ
ば
希
少
種

で
あ
る
ク
ロ
ツ
グ
ミ
の
魅
力
的
な
さ

え
ず
り
を
聞
く
こ
と
が
出
来
る
。

  

紹
介
し
た
写
真
は
、
大
矢
野
原
の

湿
原
で
観
察
会
を
し
た
と
き
の
様
子

だ
。
子
ど
も
た
ち
が
ヤ
マ
ノ
イ
モ
の

ム
カ
ゴ
を
た
く
さ
ん
集
め
た
の
で
、

そ
の
場
で
煎
っ
て
み
ん
な
で
食
べ
た
。

「
お
い
し
い
！
」
と
喜
ぶ
子
ど
も
た
ち

の
笑
顔
が
懐
か
し
い
。

自
然
の
な
か
で
豊
か
に
育
つ
子
ど
も
た
ち

平成９年の大矢野原での観察会    

Y
O
U
＆
Y
O
U
通
信

Y
O
U
＆
Y
O
U
通
信

矢
部
郷
自
然
観
察
会

　代
表

　藤
吉
勇
治

Vol．50

そ
の
⑲   

●
お
問
い
合
わ
せ
先

山
都
町
役
場
　
浜
町
事
務
所
　
総
務
課
（
成
瀬
・
吉
田
）

【
専
用
電
話
】

０
９
０
ー
９
５
６
５
ー
９
５
８
９

【
専
用
ア
ド
レ
ス
P
C
】 

m
arriage.support@

tow
n.kum

am
oto-yam

ato.lg.jp

【
専
用
ア
ド
レ
ス
携
帯
】

yo
u
_an
d
_yo
u.@
d
o
co
m
o.ne.jp

　
梅
雨
明
け
の
後
、
途
端
の
猛
暑

に
辟
易
し
ま
す
。
梅
雨
時
の
ゲ
リ

ラ
豪
雨
は
各
地
に
傷
跡
を
残
し
ま

し
た
が
、
直
ち
に
復
旧
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
梅
雨
明
け
の
緑
が
強
い
日
ざ
し

を
受
け
艶
や
か
に
輝
き
、
純
白
の

入
道
雲
が
紺
碧
の
空
に
鮮
や
か
に

湧
き
た
ち
ま
す
。
山
都
町
が
誇
る

べ
き
夏
の
風
景
で
す
。

　
新
幹
線
効
果
が
山
都
町
に
も
及

び
は
じ
め
ま
し
た
。
在
阪
時
代
の

友
人
が
大
挙
し
て
、
新
幹
線
を
利

用
し
て
山
都
町
を
訪
れ
て
く
れ
ま

し
た
。
彼
ら
を
歓
迎
し
な
が
ら
、

人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
す
る
こ

と
の
意
味
合
い
を
実
感
し
ま
し

た
。
人
と
の
出
会
い
で
印
象
を
濃

く
し
、
人
を
尊
敬
す
る
こ
と
に
よ

り
、
必
ず
果
報
に
恵
ま
れ
ま
す
。

私
た
ち
は
、
生
涯
に
お
い
て
、
人

と
出
会
う
機
会
は
そ
う
多
い
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
、
こ
の

世
に
生
を
受
け
た
喜
び
を
最
大
限

に
享
受
す
る
に
は
、
人
と
の
出
会

い
を
努
め
て
求
め
、
そ
れ
を
宝
と

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
不
愉

快
な
出
会
い
は
不
幸
で
も
あ
り
ま

す
。

　
国
民
宿
舎
の
利
用
も
、
連
休
以

降
順
調
に
推
移
し
て
い
ま
す
。
幣

立
宮
に
は
参
拝
客
が
益
々
増
え
て

い
ま
す
。

　
蘇
陽
病
院
の
建
設
で
は
、
入
札

も
終
え
、
来
年
度
の
完
成
を
目
指

し
ま
す
。
馬
見
原
商
店
街
の
賑
わ

い
に
も
貢
献
で
き
る
よ
う
な
、
病

院
経
営
を
考
え
ま
す
。

　
熊
本
バ
ス
浜
町
営
業
所
の
買
収

が
終
わ
り
、
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
と

し
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
八
朔
祭
の
本
部
会
場
と
し
て
、

長
年
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
浜

町
会
館
も
地
権
者
の
ご
厚
意
に
よ

り
取
得
で
き
ま
し
た
。
商
店
街
の

活
性
化
を
築
く
た
め
の
利
活
用
を

目
指
し
ま
す
。

　
矢
部
広
域
病
院
が
改
築
中
で

す
。
人
の
集
ま
る
施
設
の
立
地
は
、

商
店
街
の
賑
わ
い
に
と
っ
て
、
大

き
な
条
件
の
一
つ
で
す
。
庁
舎
も

早
期
の
完
成
を
目
指
し
ま
す
。

町
長
室
か
ら

町
長
室
か
ら

甲
斐   

利
幸

公用車売ります！ ８月２５日に蘇陽総合支所でせり売り

町の公用車１台を「せり売り」で売却します。
物件詳細は下記のとおりです。

ニッサン　キャラバン
黄　色
平成１５年３月
2,380cc
145,912km
熊本　300　な　1355
平成２３年３月２９日（車検なし）

物 　 件
車 体 色
初年度登録年月
排  気  量
走 行 距 離
登 録 番 号
車 検 満 了 日

※保育園児送迎車両として利用していたため、車両（座席等）
　は改造されています。

○日時及び場所
　　日　時　　８月２５日（木） 午前１０時
　　場　所　　山都町役場　蘇陽保健センター会議室（今500）

○参加資格
　（１）①個人又は法人を対象とします。（町内外は問いません。）
　　　②個人の場合、満２０歳以上の成人で普通自動車免許を有する方。
　　　③指定する期間内に、名義変更等所定の手続きが自ら完了できる方。

（落札後の諸経費は、すべて落札者負担となります。）
　　※次に該当する方は、参加できません。
　　　①各種町税（料）や負担金などに未納がある方。
　　　②成年後見人及び被保佐人並びに破産者で復権を得ない方。
　　　③競争入札において、公正な執行を妨げた又は公正な価格の成立を

害し、若しくは不正な利益を得る為に連合した者で、その事実があっ
た後２年を経過していない者。

○売却車両の展示日及び場所
　　日　時　　８月１８日（木）～２４日（水）
　　　　　　　午前８時３０分～午後５時１５分
　　場　所　　山都町役場　蘇陽総合支所　正面駐車場
　　　　　　　※試乗はできません。

○その他
①入札に参加される方は、入札保証金が

必要となります。（見積った金額の

100 分の5以上）

②物件の引渡しは、現状渡しとし、引渡

し後の不調や故障についての補償は一

切負いません。

③参加に必要な資格が満たされていない

ことが判明した場合は、入札は無効と

なります。

○問い合わせ先
　山都町役場 蘇陽総合支所 健康福祉課
　　　電話 0967-83-1111（代）

　
Y
O
U
＆
Y
O
U
20
組
目
と
な
る
岩
永 

裕
樹
さ

ん
・
ゆ
き
み
さ
ん
ご
夫
婦
（
矢
部
地
区
）
が
、
５
月

に
誕
生
い
た
し
ま
し
た
。

　
二
人
の
出
会
い
は
、
平
成
20
年
７
月
の
長
崎
日
帰

り
交
流
会
で
し
た
。
そ
の
日
の
お
二
人
の
印
象
は
、

と
て
も
雰
囲
気
が
一
致
し
て
お
り
、
き
っ
と
お
似
合

い
の
カ
ッ
プ
ル
に
な
る
、
そ
ん
な
予
感
を
さ
せ
て
く

れ
る
お
二
人
で
し
た
。

　
多
く
の
仲
間
に
祝
福
を
受
け
た
お
二
人
、
こ
れ
か

ら
ゆ
っ
く
り
と
幸
せ
な
家
庭
を
築
か
れ
る
こ
と
を
願

い
、
あ
た
た
か
く
見
守
り
続
け
ま
す
。

　
今
回
は
、
30
歳
代
を
対
象
と
し
た
第
１
回
目
の
交

流
会
を
町
内
に
て
行
い
ま
し
た
。
男
女
合
わ
せ
て
16

名
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
梅
雨
の
時
期
と
い

う
こ
と
で
、
屋
内
で
の
交
流
を
計
画
し
、
料
理
体
験

＆
押
し
花
ア
ー
ト
体
験
を
行
い
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
初

対
面
で
の
中
、
男
女
共
に
な
か
な
か
緊
張
が
と
れ
な
い
様

子
。
料
理
体
験
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
作
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
男
性
が
リ
ー
ド
す
る
班
・
女
性
が

リ
ー
ド
す
る
班
な
ど
お
い
し
く
完
成
し
ま
し
た
。
押
し
花

ア
ー
ト
体
験
で
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
感
じ
な
が
ら
、

お
互
い
協
力
し
て
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
出
会
い
は
、
緊
張
す
る
も
の
で
す
が
、
こ
れ

が
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
な
る
大
事
な
１
日
に

な
る
よ
う
に
と
毎
回
交
流
会
に
臨
ん
で
い
ま
す
。

　
熱
い
思
い
の
男
性
た
ち
を
支
え
な
が
ら
一
緒
に
頑
張
っ

て
い
き
ま
す
。

☆
結
婚
相
談
員
を
紹
介
し
ま
す
☆

　
少
し
で
も
早
く
結
婚
し
た
い
と
真
剣
に
考
え
て
い
る

方
は
、
Y
O
U
＆
Y
O
U
に
ぜ
ひ
登
録
を
し
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
、
今
よ
り

明
る
い
未
来
が
見
え
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
私

た
ち
相
談
員
が
、
後
押

し
さ
せ
て
も
ら
い
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

〜
Y
O
U
＆
Y
O
U
　

　
　
　
　
　 

第
20
号
カ
ッ
プ
ル
誕
生
〜 ＊岩永 裕樹・ゆきみ夫妻＊

☆
６
月
交
流
会
紹
介
☆

　栗屋　誉男 (神ノ前 )
　TEL 　83-0691
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山
都
町
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
は
、
昭
和

57
年
、
旧
蘇
陽
町
で
水
田
転
作
作
物

と
し
て
導
入
さ
れ
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

し
た
。
昭
和
59
年
に
は
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

を
蘇
陽
町
の
特
産
に
し
よ
う
と
い
う
計

画
が
持
ち
上
が
り
、
昭
和
61
年
に
は
出

荷
量
１
ト
ン
を
達
成
し
ま
し
た
（
蘇
陽

町
史
よ
り
）。
し
か
し
、
そ
の
後
な
か

な
か
栽
培
農
家
・
栽
培
面
積
と
も
に
増

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
十
数
年

前
に
、ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
に
含
ま
れ
る
「
ア

ン
ト
シ
ア
ニ
ン
」
が
目
に
良
い
と
テ
レ

ビ
で
紹
介
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
注
目
さ
れ
は
じ
め
、

少
し
ず
つ
栽
培
農
家
と
栽
培
面
積
が
増

え
て
い
ま
す
。
今
で
は
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
部
会
を
構
成
す
る
農
家
は

65
戸
に
増
え
、
栽
培
面
積
は
15 

ha
に

も
拡
大
し
ま
し
た
。

　
栽
培
農
家
の
拡
大
と
と
も
に
、
特
産

品
と
し
て
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
の
活
躍
が
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
町
内
に
は
観

光
農
園
や
加
工
品
を
販
売
す
る
事
業

所
が
増
え
ま
し
た
。

　
山
都
町
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
、「
お
い

し
く
、
高
品
質
」
で
あ
る
こ
と
に
は
疑

う
余
地
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
青
き
原

石
と
も
い
え
る
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
、
生

産
者
や
関
係
者
の
協
力
で
磨
か
れ
て
、

全
国
に
誇
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

青
き
原
石

　ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

ブルーベリー
ツツジ科スノキ属に分類される、アメリカ原産の落
葉低木果樹です。その果実が濃い青紫色に熟すこと
からブルーベリー (Blueberry) と呼ばれています。
欧米では昔から野生のブルーベリー果実を摘んで食
用にしていました。２０世紀の初めころから、アメ
リカ、カナダ原産の種類から品種改良が始められ、
現在は世界の温帯圏で広く栽培されている果樹です。

山
都
町
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

町内でブルーベリーの摘み取りができる観光農園
農園名 所在地

ブルーベリー「こいのぼり」

(有 ) 清和

そよ風パーク

ブルーベリー農園片倉

明星学園

歌瀬キャンプ場

甲斐ブルーベリー観光農園

杉木

仏原

今

滝上

神ノ前

菅尾

菅尾

連絡先（ホームページ）

☎７２―３５１８

☎８２－３４５８

☎８３－０８８０

☎８３―０６４９

☎８３―０５０５

☎８３―０５５４

☎８３―０４２４

（http://www.seiwanomegumikoubo.com）

（http://www.s-kaze.jp/）

（http://www.myojyou.com）

（http://www12.ocn.ne.jp/~utase/）

※山都町観光協会調べ

生産者インタビュー 片倉長久さん（滝上）

　町内ブルーベリー観光農園のひとつ、「ブルーベリー
農園片倉」。
　その園主、片倉長久さんは５月までＪＡ阿蘇ブルーベ
リー部会の会長を務めていました。片倉さんは、旧蘇
陽町にブルーベリーが導入された昭和57年から栽培
を続けている一人。
　「最初はほんの数戸だけの取り組みだった。」
　導入して数年たった平成１～３年頃は、栽培に失敗
し、数トン破棄した苦い思い出も。
　鳥の被害を防ぐために覆ったネットに雪が積もり、果
樹がつぶされたこともあったそうです。
　「自分でもよく続けたと思う。ブルーベリーが自分の
代名詞ともいえる存在になってきていたので、やめるに
やめられないという気持ちと意地もあったかもしれな
い。」
　ブルーベリーが注目されだしてから、福岡県や鹿児
島県など九州内から観光客が来るようになり、多いとき
には大型バス３台の観光客が農園を訪れることもあっ
たとか。
　片倉さんは現在、60ａの園に８種類のブルーベリー
を栽培しています。「お客さんに選ばれる品質の良いも
のを作り続ける」との強い思いで、青紫色に熟した果
実を見つめ続けています。

「水道町スウィーツ～ブルーベリーの巻～」
　片倉さんがブルーベリー部会長を務めていた一昨年
１２月、山都町観光協会を通じてある依頼がありました。
それは、おいしさと高品質が認められた結果でした。
　熊本市水道町の商店で作る水道町親和会が２年前
から行う、熊本県産の旬の素材を使い、おいしいス
ウィーツを期間限定で提供するという好評の企画「水
道町スウィーツ」。その第８弾として山都町のブルーベ
リーを使いたいとオファーがあったのです。その後、ＪＡ
阿蘇と山都町観光協会、水道町の７つの飲食店とが協
議を繰り返し、試食を重ねた結果、極上のスウィーツ
が出来上がりました。「水道町の方々の人柄の良さが
出たような、どれもおいしいスウィーツですよ」と片倉
さんも太鼓判を押します。
　この「水道町スウィーツ～ブルーベリーの巻～」は
８月３１日まで好評開催中です。訪問の際は、黄色い
のぼりを目印にしてください。

■ONE MORE
　ブルーベリーDE豆乳 …………………………… ４００円
■レストラン高田屋
　ブルーベリーのスープ　ブランマンジェ添え…… ５２５円
■米白餅本舗
　もっちーブルーベリー …………………………… １４０円
■メルパルク熊本レストランパール
　ブルーベリー杏仁………………………………… ３８０円
■ル・パサージュ
　Very ブルーベリー ……………………………… ５２５円
■スペイン料理トレス
　ガトー・バスクサルサ・トレス ………………… ５００円
■TRATTORIA・ROSSO
　ブルーベリーのシフォンティラミスクリーム添え…… ５５０円

■もっちーブルーベリー ■ブルーベリーのシフォン
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山
都
町
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ブ
ル
ー
ベ
リ
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は
、
昭
和

57
年
、
旧
蘇
陽
町
で
水
田
転
作
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物

と
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さ
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こ
と
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ま
り
ま

し
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昭
和
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ブ
ル
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蘇
陽
町
の
特
産
に
し
よ
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と
い
う
計
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持
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上
が
り
、
昭
和
61
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に
は
出

荷
量
１
ト
ン
を
達
成
し
ま
し
た
（
蘇
陽

町
史
よ
り
）。
し
か
し
、
そ
の
後
な
か

な
か
栽
培
農
家
・
栽
培
面
積
と
も
に
増

え
ま
せ
ん
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
十
数
年

前
に
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ル
ー
ベ
リ
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に
含
ま
れ
る
「
ア

ン
ト
シ
ア
ニ
ン
」
が
目
に
良
い
と
テ
レ

ビ
で
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介
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た
こ
と
が
き
っ
か
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で
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ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
が
注
目
さ
れ
は
じ
め
、

少
し
ず
つ
栽
培
農
家
と
栽
培
面
積
が
増

え
て
い
ま
す
。
今
で
は
、Ｊ
Ａ
阿
蘇
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
部
会
を
構
成
す
る
農
家
は

65
戸
に
増
え
、
栽
培
面
積
は
15 

ha
に

も
拡
大
し
ま
し
た
。

　
栽
培
農
家
の
拡
大
と
と
も
に
、
特
産

品
と
し
て
ブ
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ー
ベ
リ
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活
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が
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て
い
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。
町
内
に
は
観

光
農
園
や
加
工
品
を
販
売
す
る
事
業

所
が
増
え
ま
し
た
。
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。
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に
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れ
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て
ほ
し
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も
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き
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後期高齢者医療制度の保険料について
平成２３年度 　平成２２年中の所得に基づき、平成

２３年度の年間保険料が決定されまし

た。７月中旬に保険料決定通知書、納

付書の郵送をお届けしています。

【お問い合わせ先】
山都町役場　本　庁　健康福祉課　国保年金係　℡72－1173
　　　清和総合支所　健康福祉課　健康福祉係　℡82－2111
　　　蘇陽総合支所　健康福祉課　健康福祉係　℡83－1111

　医療費は、被保険者が病院で支払う「自己負担額」と保険から給付される「医療給付費」で構成されています。

この「医療給付費」のうち、約５割を公費（税金）で、約４割を後期高齢者支援金（現役世代の保険料）で負担し、

残りの約１割を被保険者全員の保険料で負担します。

　保険料は平成２２年中の所得金額と世帯の状況を基に算定し決定されます。

　保険料は加入者一人ひとりにかかります。保険料は２年ごとに見直され、次回は平成２４年度に改定されます。

　※世帯とは平成２３年４月１日時点での世帯を基準にしています。７５歳になる人、県外からの転入者などはそ

の時点を基準にします。

１．保険料と医療費の負担のしくみ

２．保険料の決まり方

　「総所得金額等」とは前年中の「給与収入―給与所得控除」「事業収入―必要経費」「公的年金収入―公的年金控除」などで
各種所得控除前の金額です。
　公的年金収入のみの人で、年金額が１５３万円以下の場合は、所得割額はかかりません。

３．８月から保険証が新しくなります

　現在お持ちの保険証（オレンジ色）の有効期限は７月３１日まで
です。

　８月１日から使える新しい保険証（水色）は、７月中旬に簡易書
留にて郵送しています。８月１日以降に医療機関にかかるときは、新しい

被保険者証（水色）を窓口に提示してください。有効期間は平成２４年７

月３１日までの１年間です。

保険証

４．保険料の軽減について
４月１日時点の世帯の所得の状況に応じて、保険料の軽減措置が行われます。軽減の内容は次のとおりです。

○均等割額の軽減額

○所得割額の軽減

　総所得金額等が９１万円以下（公的年金のみの場合は、収入額で２１１万円以下）の方は、所得割額が５割

軽減となります。

○被用者保険（社会保険等）の被扶養者となっていた方への特例

　後期高齢者医療へ加入される前日まで「会社などの健康保険の被扶養者」だった方は、均等割額が９割軽減

され、４,７００円となります。（所得割額はかかりません）

５．限度額適用・標準負担額減額認定証が８月に更新となります
　減額認定証は、毎年８月に切り替えとなり更新が必要となります。既にオレンジ色の減額認定証をお持ちの方で、

平成２３年８月以降も引き続き該当される方には、新しい減額認定証（水色）を保険証に同封して郵送を行って

います。

　また、入院中若しくは入院予定の方で、「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちで

ない方は、山都町役場　健康福祉課までご相談ください。

※　減額認定証については、世帯の全員が市町村民税非課税の方が対象となります。入院される際の医療費

及び食事代の自己負担金が減額されます。

※　オレンジ色の減額認定証をお持ちの方で、水色の減額認定証が届かなかった方は、平成２３年８月以降は

非該当となった方です。

６．保険料の納付方法

特別徴収（年金からの天引き）

　年金が年額１８万円以上の方で、介護保険料と後期高齢者医療保険料の合計額が年金額の半額以下の方が対

象となります。

　特別徴収該当の方で、お支払い方法を年金天引きではなく、口座振替によるお支払いを希望される場合は、

役場まで申出ください。

普通徴収（納付書によるお支払い・口座振替）

　特別徴収に該当しない方が対象となります。

　※口座振替を希望される場合は、口座振替依頼書による申出が必要となります。

医
療
費
総
額

病
院
な
ど
に
支
払
う

自
己
負
担
額

医療給付費

支援金４割
現役世代の負担

保険料
約１割

✚
均等割

加入者全員が等しく負担

４７，０００円

所得割

総所得金額等－３３万円
×９．０３％

保険料

一人あたりの

年間保険料

均等割額
軽減割合 軽減後の均等割額 世帯主及び同一世帯内の被保険者全員の所得の合計

４，７００円
３３万円を超えない世帯で、被保険者全員が年金収
入８０万円以下

７，０００円 ３３万円を超えない世帯

２３，５００円
３３万円＋「被保険者数（世帯主を除く）
×２４万５千円」を超えない世帯

３７，６００円 ３３万円＋「被保険者数×３５万円」を超えない世帯

９ 割 軽 減

5 割 軽 減

2 割 軽 減

8.5割軽減

=

公費（税金）約５割
国：県：市町村＝４：１：１
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✚
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所得割

総所得金額等－３３万円
×９．０３％

保険料

一人あたりの

年間保険料
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軽減割合 軽減後の均等割額 世帯主及び同一世帯内の被保険者全員の所得の合計

４，７００円
３３万円を超えない世帯で、被保険者全員が年金収
入８０万円以下

７，０００円 ３３万円を超えない世帯

２３，５００円
３３万円＋「被保険者数（世帯主を除く）
×２４万５千円」を超えない世帯

３７，６００円 ３３万円＋「被保険者数×３５万円」を超えない世帯

９ 割 軽 減

5 割 軽 減

2 割 軽 減

8.5割軽減

=

公費（税金）約５割
国：県：市町村＝４：１：１
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蘇陽病院だより

もっと知りたいクスリの話

山都町立蘇陽病院　薬剤科　奥村真利子
水本知恵子
奥村　千春

監修 院長 水本　誠一

第5集　水虫のクスリについて　

　いよいよ本格的な夏がやってきました。

この時期、盛んに活動を始めるのが、温度が高く湿度が大好きな水虫です。

今回は、水虫（白癬菌とよばれる菌が原因です）のクスリについてお話しします。

水虫のクスリには、ぬり薬とのみ薬があり、水虫の種類や症状によって使い分けされています。

＋
～蘇陽病院基本理念～

「へき地医療拠点病院として、患者様に
信頼される良質な医療を提供し、地域
住民に親しまれる病院を目指します。」

特集

お薬　ひとこと

知って得する健康講座

山都町立蘇陽病院　副院長　大城　一

第33集　「ムカデ咬傷」

特集

　爪白癬などのような、爪の中や患部までぬり薬がよくしみとおら
ない場合に処方されます。
　薬の飲み合わせによって、薬の効き目が弱くなったり強くなった
りすることがありますので他の病院にかかる場合は、薬を飲んでい
ることを医師に伝えてください。

※ 服用上の注意点

　まだ、水虫がひそんでいることがありますので、かゆみ等の症状
などがなくなったからといって、自己判断でやめないようにしてくだ
さい。医師の指示にしたがって根気よく治療することが大切です。

クリーム剤、液剤（ローション剤）、軟膏剤などがあり、患者さんの症状や、使い勝手によって処方されます。

のみ薬

ぬり薬

　症状のある部分以外にも、水虫
がひそんでいる場合がありますの
で、広めに塗りしましょう。

乾燥した症状の時に使用します。皮膚によくしみとおり、ぬり薬の中でよく使われる薬です。

乾きやすいのが特徴ですが、刺激があるので、ただれや傷がある場合には適しません。

ぬった時にベトベトしますが、刺激が少ないので、ただれや傷がある場合にも使えます。

クリーム剤

液剤（ローション剤）

軟膏剤

はくせんきん

　今回はムカデ咬傷についてのお話です。
　暖かくなってくると、ムカデによる咬傷の患者様が増え
てきます。私自身も市内の大学病院に勤務している時に
ムカデに咬まれ、非常に痛い思いをしました。それまでは、
２、３回しか見かけたことはありませんでしたが、こちら
に赴任してからは年に５、６匹は病院官舎の中や病院内
で遭遇しています。今年の６月にも睡眠中天井から自分
の顔の上にムカデが落ちてくるという、大悲劇に見舞わ
れましたが、幸いにも即座に払いのけ、顔を咬まれてし
まうという悲惨な事態は免れました。　
　青いムカデより赤いムカデのほうが毒が強い、と耳に
することがあります。いろいろとムカデの種類について
調べてみましたが、ムカデの種類によって毒の強さに差があるかどうか、という報告は見当たりませんでした。
日本にはトビズムカデ，アオズムカデ，タイワンオオムカデの３種が生息しているようですが、人を咬むのはト
ビズムカデ，アオズムカデのみだそうです。報告例ではトビズムカデによる咬傷が最も多いとされていますが、
山都町内で私が発見した限りでは、アオズムカデが明らかに多いと思います。これは、地域により種類の差が
あるのかもしれません。

（症　状）
　一般的には、２箇所の出血点を伴い、痛み、熱感、腫れなどを認めますが、ヒトに致命傷を与えるよ
うな毒量ではないと言われています。ただ、腫れて赤くなった部分が潰瘍化したり、まれに蜂アレルギー
のある方や反復して咬まれた方などはアレルギー性ショック（血圧が８０以下になる）を来すことがありま
すので、早めに病院を受診されてください。

（治　療）
　対症療法が主体となります。すなわち、痛みに対する鎮痛剤、熱感や腫れに対しては、抗アレルギー剤、
ステロイド軟膏などが基本となります。一般的にはそれで治癒しますが、頚部、顔面を咬まれた場合や、
蜂アレルギーの方は再度病院を受診することをお勧めします。

（最後に）
　昔から「ムカデには尿が効く」という話もあるようですが、現代の医学では全く根拠はありません。な
んと言っても、ムカデの家屋への侵入を防ぐことが一番です。網戸を備えたり、ムカデ用殺虫剤を建物
の周りに散布したりして気をつけましょう。

（番外編）
　ムカデのことをインターネットなどで調べていると、かなり効果のあるという治療法を目にしました。こ
れは、学会や医学書で認められているものではありませんので、責任を持って書くことはできません。興
味のある方は、ムカデ、温熱療法で検索してみてください。（自分で咬まれた場合、実験してみようかと思っ
ています。）

トビズムカデ

こう　しょう
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地域包括支援センター
　矢部保健福祉センター千寿苑内に「山都町地域包括支援セ

ンター」があります。「地域包括支援センター」とは、介護保

険法で設置が義務づけられている、高齢者の生活を総合的に

支える機関です。支援センターでは、高齢者が、住み慣れた

地域でその人らしい生活を送るためのサービスが受けられるよ

う活動しています。保健・介護・福祉という３分野の専門職が

地域と連携し、高齢者の様々な相談に対応します。

　病院や介護サービスの情報提供はもちろん、地域の専門家

と連携をとりながら、総合的な支援を行ないます。

◎介護のことならお気軽に！
　「どこに相談すればいいのだろう？」と迷った
　ときは包括支援センターにお尋ねください。

地域包括支援センターケアマネージャー・保健師・事務職員

○高齢者の力になる

☆
ご
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談
・
問
い
合
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せ
先
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☆ 地域包括支援センターではこんな仕事をしています
自立して生活できるよう支援します みなさんの権利を守ります

○高齢者のみなさんが安心していきいきと暮らすため
に、みなさんの持つさまざまな権利を守ります。成
年後見制度の紹介や、虐待を早期に発見したり、消
費者被害などに対応します。

山都町地域包括支援センター

それぞれが専門分野の仕事を行うのではなく、お互いに
連携をとりながら「チーム」として総合的にみなさん
を支えます。

なんでもご相談ください
○高齢者のみなさんやその家族、近隣
に暮らす人の介護に関する悩みや問
題に対応します。介護に関する相談や
心配ごと、悩み以外にも健康や福祉、
医療や生活に関することなどなんで
もご相談ください。

さまざまな方面からみなさんを支えます
○みなさんを支える地域のケアマネー
ジャーの指導や支援のほか、高齢者の
みなさんにとってより暮らしやすい地
域にするため、さまざまな機関との
ネットワーク作りに力を入れます。

○要支援 1・2 と認定された人は、介護保険の介護予防サー
ビスを利用できます。

○支援や介護が必要となるおそれの高い人や自
立した生活をしている人などは、山都町が行
う介護予防事業を利用できます。

認知症サポーターを知っていますか？
　認知症サポーターとは認知症の人とその家族の「応援者（サポー
ター）」のことです。
　何か特別なことをするのではなく、「認知症サポーター養成講座」
を受けて、認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を暖かい目で
見守る人のことです。例えば、友人や家族に認知症の知識を正しく
伝える、認知症になった人や家族の気持ちを理解するなど、活動内
容は人それぞれ、できる範囲で十分です。
　現在、全国で「認知症サポーター１００万人キャラバン」が展開
中です。認知症サポーターを全国で１００万人養成し、認知症になっ
ても安心して暮らせるまちをつくる運動が各地で広がっています。

　町では平成２０年から、多くの方々に協力いただき、養成講座の
講師役となるキャラバンメイトを養成しました。そして、いろんな機
会を捉えて、講座を開催し、認知症サポーターを増やしてきました。
平成２３年３月末現在、山都町には２，８４９名の認知症サポーター
がいます。
　熊本県長寿社会局は、県内の認知症サポーターが、人口１００人
当たり５．８０人で、都道府県別人口比で２年連続の全国１位になっ
たと発表しました。県内の市町村別の第１位はなんと山都町（人口１
００人当たり１５．８４人！）。山都町は認知症サポーターにおいて
は日本一の町と言えます。

☆認知症サポーターの印　＜オレンジリング＞
　サポーター養成講座を受講すると、サポーター
の証オレンジリングが渡されます。

　今後は、高齢者の方と接する機会が多い、郵便局、銀行、ＪＡ、
商店の方々など、２０代～６０代の働き盛りの年代に向けた認知症
サポーター養成講座を行い、オレンジリングを拡げていく予定です。

■ 山都町のサポーターは日本一 ■

初の独自開催
　６月１１日、町内の民間企業独自

では初となる養成講座が開催されま

した。受講したのは㈲山中工業の

みなさん。代表取締役である本田

博俊さんに開催のきっかけを伺う

と、「社員の家族にも高齢者が多い

ため、家族が認知症になったとき

に役立つと思い開催した。」と社員

を思うやさしい言葉。

　講座では、包括支援センターの

職員から認知症の基礎的な知識を

学び、その後劇にて対応方法を学

びました。

受講後「劇がリアルで勉強になっ

た。家族で発症したときに対処でき

そう」と感想を頂きました。

朝日自治振興区・那須武さん

保健師 社会福祉士主任ケアマネージャー
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今
回
は
、健
康
づ
く
り
推
進
員
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
20
年
度
に
始
ま
っ
た
山
都
町
健
康
づ
く
り
推
進
員
制
度
。
28

の
自
治
振
興
区
か
ら
１
人
ず
つ
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
活
動

と
し
て
、
特
定
健
診
の
受
診
率
向
上
へ
の
取
り
組
み
、
各
自
治
振

興
区
で
の
学
習
会
な
ど
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
ま
す
。

　
６
月
８
日（
水
）に
今
年
度
第
１
回
会
議
が
矢
部
保
健
セ
ン
タ
ー

千
寿
苑
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
平
成
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年
度
に
特
定

健
診
受
診
率
が
向
上
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た
優
良
自
治
振
興
区
の
５
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体
が
表
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れ
ま
し
た
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し
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振
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に
推
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一
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頼
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た
、
清
和
支
所
の
保
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。
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が
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　矢部保健福祉センター千寿苑内に「山都町地域包括支援セ

ンター」があります。「地域包括支援センター」とは、介護保

険法で設置が義務づけられている、高齢者の生活を総合的に

支える機関です。支援センターでは、高齢者が、住み慣れた

地域でその人らしい生活を送るためのサービスが受けられるよ

う活動しています。保健・介護・福祉という３分野の専門職が

地域と連携し、高齢者の様々な相談に対応します。

　病院や介護サービスの情報提供はもちろん、地域の専門家

と連携をとりながら、総合的な支援を行ないます。

◎介護のことならお気軽に！
　「どこに相談すればいいのだろう？」と迷った
　ときは包括支援センターにお尋ねください。
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☆ 地域包括支援センターではこんな仕事をしています
自立して生活できるよう支援します みなさんの権利を守ります

○高齢者のみなさんが安心していきいきと暮らすため
に、みなさんの持つさまざまな権利を守ります。成
年後見制度の紹介や、虐待を早期に発見したり、消
費者被害などに対応します。

山都町地域包括支援センター

それぞれが専門分野の仕事を行うのではなく、お互いに
連携をとりながら「チーム」として総合的にみなさん
を支えます。

なんでもご相談ください
○高齢者のみなさんやその家族、近隣
に暮らす人の介護に関する悩みや問
題に対応します。介護に関する相談や
心配ごと、悩み以外にも健康や福祉、
医療や生活に関することなどなんで
もご相談ください。

さまざまな方面からみなさんを支えます
○みなさんを支える地域のケアマネー
ジャーの指導や支援のほか、高齢者の
みなさんにとってより暮らしやすい地
域にするため、さまざまな機関との
ネットワーク作りに力を入れます。

○要支援 1・2 と認定された人は、介護保険の介護予防サー
ビスを利用できます。

○支援や介護が必要となるおそれの高い人や自
立した生活をしている人などは、山都町が行
う介護予防事業を利用できます。

認知症サポーターを知っていますか？
　認知症サポーターとは認知症の人とその家族の「応援者（サポー
ター）」のことです。
　何か特別なことをするのではなく、「認知症サポーター養成講座」
を受けて、認知症を正しく理解し、認知症の人や家族を暖かい目で
見守る人のことです。例えば、友人や家族に認知症の知識を正しく
伝える、認知症になった人や家族の気持ちを理解するなど、活動内
容は人それぞれ、できる範囲で十分です。
　現在、全国で「認知症サポーター１００万人キャラバン」が展開
中です。認知症サポーターを全国で１００万人養成し、認知症になっ
ても安心して暮らせるまちをつくる運動が各地で広がっています。

　町では平成２０年から、多くの方々に協力いただき、養成講座の
講師役となるキャラバンメイトを養成しました。そして、いろんな機
会を捉えて、講座を開催し、認知症サポーターを増やしてきました。
平成２３年３月末現在、山都町には２，８４９名の認知症サポーター
がいます。
　熊本県長寿社会局は、県内の認知症サポーターが、人口１００人
当たり５．８０人で、都道府県別人口比で２年連続の全国１位になっ
たと発表しました。県内の市町村別の第１位はなんと山都町（人口１
００人当たり１５．８４人！）。山都町は認知症サポーターにおいて
は日本一の町と言えます。

☆認知症サポーターの印　＜オレンジリング＞
　サポーター養成講座を受講すると、サポーター
の証オレンジリングが渡されます。

　今後は、高齢者の方と接する機会が多い、郵便局、銀行、ＪＡ、
商店の方々など、２０代～６０代の働き盛りの年代に向けた認知症
サポーター養成講座を行い、オレンジリングを拡げていく予定です。

■ 山都町のサポーターは日本一 ■
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　６月１１日、町内の民間企業独自
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を思うやさしい言葉。

　講座では、包括支援センターの

職員から認知症の基礎的な知識を

学び、その後劇にて対応方法を学

びました。

受講後「劇がリアルで勉強になっ

た。家族で発症したときに対処でき

そう」と感想を頂きました。

朝日自治振興区・那須武さん

保健師 社会福祉士主任ケアマネージャー
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あ
じ
さ
い
が
咲
き
誇
る
道
路
を
昇
り
き
る
と

見
え
る
丸
山
ハ
イ
ラ
ン
ド
の
ふ
れ
愛
館
。
こ
の
場

　
山
都
町
学
校
保
健
委
員
会
の
総
会
及
び
研
修

会
が
６
月
14
日
に
千
寿
苑
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
研
修
で
は
、
養
護
教
諭
部
会
に
よ
る

子
ど
も
の
生
活
習
慣
の
実
態
に
関
す
る
報
告
が

あ
り
、
毎
日
の
朝
食
・
排
便
・
夜
の
は
み
が
き

の
達
成
率
が
60
％
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
行
わ
れ
た
、
浜
町
歯
科
医

院
の
岩
本
知
之
医
師
に
よ
る
「
口
の
中
の
健
康

を
守
る
た
め
の
生
活
習
慣
」
と
題
し
た
講
話
で

は
、「
子
ど
も
の
と
き
の
対
策
が
、
晩
年
に
大
き

な
影
響
を
与
え
る
」
と
口
の
健
康
の
重
要
性
に

つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
熱
心
に
聞
き

い
っ
て
い
ま
し
た
。

まちの
話題

あ

じ

さ

い

コ

ン

サ

ー

ト

学

校

保

健

委

員

会
岩本医師による講話

甲斐町長に牛乳を渡す酪農女性部の皆さん

　
６
月
11
日
、
明
光
保
育
園
で
育
児
講
座
講
演

会
が
行
わ
れ
、
保
護
者
や
地
域
の
方
々
が
集
ま

り
ま
し
た
。
今
回
の
講
師
は
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
な
ど
で
大
活
躍
中
の
、
県
の
介
護
福
祉
会
名

誉
顧
問
も
務
め
る
英
太
郎
さ
ん
が
「
笑
い
は
元

気
の
源
」
と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。「
子
ど
も

に
は
様
々
な
体
験
を
さ
せ
て
ほ
し
い
。
子
ど
も

に
目
線
を
置
い
て
、
子
ど
も
の
背
中
を
押
し
て

あ
げ
る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
」
と
話
し
ま

し
た
。
最
後
に
ば
っ
て
ん
荒
川
さ
ん
な
ど
の
も

の
ま
ね
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
笑
い
で
い
っ
ぱ
い

に
な
り
ま
し
た
。

明

光

保

育

園

育

児

講

座

講
演
す
る
英
太
郎
さ
ん

　
６
月
15
日
、
山
都
町
の
石
橋
を
守
る
会
の
総

会
が
通
潤
山
荘
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
山
都
町
で

は
、前
回
、前
々
回
と
「
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
」

の
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
10
年
に

「
日
本
の
石
橋
を
守
る
会
」
熊
本
県
支
部
が
発

足
し
た
目
的
が
、
山
都
町
の
石
橋
を
守
る
会
の

前
身
で
あ
る
「
聖
橋
を
守
る
会
」
を
支
援
す
る

こ
と
だ
っ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り
、
県
内
で
石

橋
に
特
化
し
た
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
は
こ
の
会

だ
け
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
次
回
の
大

会
（
平
成
24
年
４
月
）
も
こ
の
山
都
町
に
お
い

て
開
催
す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

石

橋

を

守

る

会

総
会
で
新
会
長
に
就
任
し
た
浜
田
浩
二
さ
ん
（
左
）
と
前
会

長
飯
星
時
春
さ
ん

　
６
月
17
日
、Ｊ
Ａ
上
益
城
山
都
町
酪
農
女
性

部
の
皆
さ
ん
が
、
町
や
警
察
署
、
消
防
署
な
ど

に
牛
乳
を
贈
り
ま
し
た
。「
父
の
日
に
牛
乳
（
ち

ち
）
を
贈
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
熊
本
県
大

津
町
発
祥
の
取
り
組
み
で
、
全
国
へ
と
広
が
り

を
見
せ
て
い
ま
す
。
牛
乳
に
は
、
筋
肉
や
血
液

を
作
る
良
質
の
タ
ン
パ
ク
質
、
骨
を
丈
夫
に
す

る
カ
ル
シ
ウ
ム
、
免
疫
力
を
ア
ッ
プ
す
る
ビ
タ

ミ
ン
Ａ
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
栄
養
素
が
含
ま
れ

て
い
ま
す
。
良
質
な
サ
プ
リ
メ
ン
ト
と
も
い
え
る

牛
乳
を
た
く
さ
ん
飲
み
ま
し
ょ
う
。

父
の
日
は
「
牛
乳
（
ち
ち
）
の
日
」

　
Ｊ
Ａ
上
益
城
か
ら
反
射
材
つ
き
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
が
、
町
内
の
小
学
校
児
童
全
員
に
贈
ら
れ
、

そ
の
贈
呈
式
が
７
月
５
日
に
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、Ｊ
Ａ
共
済
の
交
通
事
故

未
然
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
贈
ら
れ
た
も
の

で
す
。
贈
呈
式
で
Ｊ
Ａ
上
益
城
の
梅
田
穣
組
合

長
は
「
児
童
の
安
全
に
役
立
っ
て
く
れ
れ
ば
う

れ
し
い
」
と
こ
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
に
込
め
た
思
い

を
話
し
ま
し
た
。
贈
呈
式
で
は
、
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
と
合
わ
せ
て
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
子
ど
も
雑
誌

「
ち
ゃ
ぐ
り
ん
８
月
号
」
が
小
学
４
年
生
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
事
故
防
止
の
た
め
に

梅
田
穣
組
合
長
（
右
）
か
ら
山
下
教
育
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
入
佐
地
区
で
６
月
10
日
、
熊
本
市
の
熊
本
国

府
高
校
商
業
科
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
コ
ー
ス
３
年

生
が
田
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
の

生
徒
が
田
植
え
は
初
め
て
と
い
う
こ
と
で
、
山

都
町
有
機
農
業
協
議
会
の
方
々
が
直
接
指
導
し

ま
し
た
。
大
粒
の
雨
が
降
る
中
、
同
会
藤
本
完

一
さ
ん
の
田
に
も
ち
米
と
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
植
え
終

わ
り
ま
し
た
。

　
田
植
え
の
後
に
は
、
入
佐
公
民
館
で
、
地
元

の
方
々
が
作
っ
た
、
お
い
し
い
お
に
ぎ
り
や
だ
ご

汁
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
食
べ
、
雨
で
冷
え
た
体
を

温
め
て
い
ま
し
た
。

熊
本
国
府
高
校
田
植
え
体
験

大
雨
の
な
か
の
大
変
な
作
業
で
し
た
。

所
で
文
徳
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
「
あ
じ
さ
い

コ
ン
サ
ー
ト
」
が
７
月
10
日
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
丸
山
ハ
イ
ラ
ン
ド
に
は
数
々
の
マ
リ
ン
バ
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
設
置
に
は
世
界
的
な
マ
リ
ン

バ
奏
者
安
倍
圭
子
さ
ん
が
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
安
倍
さ
ん
の
孫
弟
子
に
あ
た
る
遠
山
先
生
が

指
揮
を
す
る
吹
奏
楽
部
41
名
は
童
謡
や
昭
和
の

歌
謡
曲
な
ど
演
奏
し
、
訪
れ
た
観
客
を
喜
ば
せ

ま
し
た
。
10
月
９
日
に
は
丸
山
ハ
イ
ラ
ン
ド
・

マ
リ
ン
バ
村
開
村
10
周
年
を
記
念
し
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
県
立
劇
場
で
開
か
れ
、

安
倍
圭
子
さ
ん
や
文
徳
高
校
吹
奏
楽
部
が
出
演

し
ま
す
。

すばらしいマリンバの独奏
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村
10
周
年
を
記
念
し
た
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
が
県
立
劇
場
で
開
か
れ
、

安
倍
圭
子
さ
ん
や
文
徳
高
校
吹
奏
楽
部
が
出
演

し
ま
す
。

すばらしいマリンバの独奏



　山都町立図書館では、「移動図書館車」の愛称

とデザイン画を募集しています。「移動図書館

車」とは山都町全てのみなさんに本をお届け出

来るように、図書館の書籍を車に積んで、みな

さんのお住まいの地域を巡回して貸し出しする

サービスです。小さな図書館がお住まいの地域

にやってきます！みなさんに親しまれるような

「移動図書館車」の愛称をお寄せください。

　応募用紙は役場、各総合支所、教育委員会、山

都町立図書館、清和分館、蘇陽分館にあります。

必要事項を記入して、「山都町教育委員会」もし

くは「各図書館」へお持ちください。

　詳しくは応募用紙をご覧ください。

★　愛称は未発表にものに限ります。

★　山都町にお住まいの方ならどなたでも応募

できます。

★　連絡先を必ず明記してください。

★　採用された方には山都町教育委員会より

ご連絡します。（図書券進呈）

★　締め切りは8月31日（必着）です。

たくさんのご応募お待ちしております！

1415

8月のおすすめ図書

　平安時代を舞台に、陰陽師安倍

清明と笛の名手源博雅が怪事件を

解決する人気シリーズです。妖怪

に怪異、真夏の夜にちょっと不思

議で怖い物語はいかがですか。

図書館情報
－読書とは、自分の小ささを知ることです－

●お問い合わせ 本館　７３－１６１６
清和　８２－３０３３
蘇陽　７３－２７５５

休館日：本館・蘇陽（月曜日・祝日・年末年始）清和（GW・年末年始） 図
書
館だ

よ
り
声の灯り
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「陰陽師　醍醐ノ巻」
夢枕　獏（ゆめまくら　ばく）    文藝春秋　分類 913

　元講師の梨花、子どものことで

悩みを抱える美雪、絵画講師の紗

月。そしてイニシャル「K」から毎

年届く花束の謎。「K」とは誰なの

か、3 人の女性の人生が交差する

ミステリー小説です。

「花の鎖」
湊　かなえ（みなと　かなえ）    文藝春秋　分類 913

　さまざまな子ども達の表情をとら
えた写真と、「きぼう」という言葉
が添えられた写真絵本です。気づ
かないだけで、「きぼう」はこんな
にも日常に溢れているのではないで
しょうか。年齢を問わず、ごらん
頂きたい絵本です。

「きぼう－こころひらくとき」
ローレン・トンプソン           ほるぷ出版　分類 933

　夏休みの自由研究・調べ学習・
工作・読書感想文に利用できる本
が図書館にはたくさんあります。人
気の本はすぐに貸し出し中になりま
すので、お早めにご来館下さい。
また、スタッフが調べもののお手
伝いを致します。お気軽にカウン
ターにお尋ね下さい。

「虫の飼いかた・観察のしかた」
　　　　　　　　　　　　　　  偕成社　分類 486

　6
月
12
日
千
寿
苑
で
、
図
書
館
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
「
ゲ
ド
戦

記
シ
リ
ー
ズ
」
の
翻
訳
者
、
清
水
真
砂
子

氏
で
、「
子
ど
も
の
力
・
本
の
力
」
と
題

し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
暴

風
雨
で
し
た
が
、
清
水
さ
ん
の
お
話
を
聞

こ
う
と
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。
大
学
の
講
師
を
勤
め
ら
れ
、
多
く
の

学
生
と
の
交
流
を
持
ち
、
現
代
の
若
者
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
と
、
文
学
の
関
わ
り

に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
の
感
情
を
避
け
よ
う
と

す
る
若
者
た
ち

　若
い
人
た
ち
の
多
く
が
、
悩
む
こ
と
、

悲
し
む
こ
と
、
苦
し
む
こ
と
、
恐
れ
る
こ

と
も
含
め
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
す
べ

て
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
と
し
て
避
け
よ
う
と

す
る
傾
向
が
あ
る
。
視
野
が
狭
く
、
物
事

を
窮
屈
に
考
え
て
い
る
。
苦
し
み
や
悲
し

み
は
生
き
て
い
る
限
り
あ
っ
て
当
た
り

前
。
苦
し
み
や
悲
し
み
と
付
き
合
っ
て
、

時
に
そ
れ
と
闘
う
こ
と
は
、
そ
の
時
は
苦

し
い
け
れ
ど
、
で
も
お
も
し
ろ
い
体
験
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
本
を
読
め
ば
知
っ

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
。

も
し
も
一
冊
の
本
と
出
合
っ
て
い
た
ら

　孤
独
や
絶
望
の
果
て
に
、
事
件
を
起
こ

し
た
り
、
自
ら
命
を
絶
っ
た
り
す
る
若
者

や
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
し

が
ら
み
や
、
親
の
束
縛
に
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
る
若
者
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
し

て
み
ん
な
、
自
分
だ
け
が
孤
独
で
不
幸
だ

と
思
い
込
み
、
追
い
込
ん
で
い
る
。
た
く

さ
ん
の
物
語
に
出
会
い
、
悩
ん
で
い
る
の

は
自
分
だ
け
で
は
無
い
と
知
っ
て
い
た

ら
、
救
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

幸
福
に
驚
く
力

　こ
れ
か
ら
の
情
報
社
会
で
は
、
刺
激
的

な
イ
ベ
ン
ト
の
く
り
返
し
が
多
く
求
め
ら

れ
、
日
常
の
さ
さ
や
か
な
平
凡
は
退
屈
と

と
ら
え
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
、
子
ど
も

の
頃
の
一
番
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
学
生

に
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
、
名
前
を
読
ん

で
お
か
え
り
と
い
っ
て
貰
っ
た
こ
と
、
靴

下
を
履
か
せ
て
も
ら
っ
た
後
、
足
を
な
で

て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
。
子
ど

も
達
は
日
常
の
さ
さ
や
か
な
幸
せ
に
気
づ

い
て
い
る
。
そ
の
日
常
の
幸
せ
に
驚
く
力

を
培
っ
て
ゆ
く
の
が
児
童
文
学
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

生
き
か
た
の
モ
デ
ル
は
物
語
の
中
に

た
く
さ
ん
い
る

　子
ど
も
の
時
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
間

た
ち
に
本
の
中
で
出
会
っ
て
き
た
。
同
じ

ひ
と
り
の
人
間
が
、
あ
る
時
は
う
ん
と
卑

し
く
な
り
、
あ
る
時
は
う
ん
と
高
貴
に
な

る
。
そ
う
い
う
こ
と
を
本
の
中
で
知
っ
た
。

そ
の
こ
と
が
自
分
を
自
由
に
し
て
く
れ
た

か
も
し
れ
な
い
と
思
う
。
人
間
の
素
晴
ら

し
さ
を
知
り
、
世
界
の
奥
行
き
を
知
る
こ

と
で
自
分
が
限
り
な
く
小
さ
い
存
在
だ
と

い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。
そ
し
て
そ

れ
こ
そ
が
喜
び
と
な
る
。

　子
ど
も
達
に
も
、
大
人
に
も
、
大
き
く

な
る
っ
て
す
て
き
な
こ
と
、
生
き
る
っ
て

す
て
き
な
こ
と
だ
と
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る

の
も
が
児
童
文
学
だ
と
思
っ
て
い
る
。
昔

話
を
読
む
こ
と
で
人
生
の
シ
ュ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
出
来
る
の
で
は
な
い
か
。
く
り

返
し
読
む
こ
と
で
、
ど
う
人
生
に
対
処
し

た
ら
い
い
か
を
学
び
、
し
か
も
そ
の
幸
福

な
結
末
は
人
生
を
肯
定
的
に
見
る
下
地
を

し
っ
か
り
と
子
ど
も
の
中
に
つ
く
っ
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　清
水
さ
ん
に
よ
る
と
、
読
書
を
楽
し
む

力
を
持
っ
て
い
る
学
生
は
、
小
・
中
・
高

校
生
の
間
に
、
親
や
兄
弟
、
先
生
な
ど
、

本
を
読
む
楽
し
さ
を
教
え
て
く
れ
る
人
た

ち
と
出
会
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
図
書
館

で
も
、子
ど
も
達
の
「
生
き
る
力
」
を
支
え
、

培
っ
て
い
け
る
よ
う
な
物
語
を
、
し
っ
か

り
手
渡
し
て
い
き
た
い
と
強
く
思
い
ま
し

た
。
清
水
さ
ん
の
著
書
は
図
書
館
に
多
数

所
蔵
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
手
に

取
っ
て
読
ん
で
く
だ
さ
い
。

清
水 

真
砂
子
氏
講
演
会

 

「
子
ど
も
の
力
・
本
の
力
」 

「幸福に驚く力」かもがわ出版

　

下記日程で図書館が休館となります。本館・蘇陽の返却は
返却ポストへよろしくお願いいたします。

本館・蘇陽分館　8月14日（日）・8月31日（水）
清和分館　8月13日（土）・14日（日）・15日（月）

「休館日のお知らせ」

「図書館からのお願い」

ご自宅に図書館の本は
ありませんか？

移動図書館車
愛称・デザイン画募集

　借りたまま、返却していない本・DVD などがご自
宅にありませんか？
　お持ちの方は、お近くの図書館へ返却ください。

　図書館バッグが不足しております。たくさんの資料

を借りられる方は、マイバッグをご持参ください。

マイバッグ持参にご協力
ください。



　山都町立図書館では、「移動図書館車」の愛称

とデザイン画を募集しています。「移動図書館

車」とは山都町全てのみなさんに本をお届け出

来るように、図書館の書籍を車に積んで、みな

さんのお住まいの地域を巡回して貸し出しする

サービスです。小さな図書館がお住まいの地域

にやってきます！みなさんに親しまれるような

「移動図書館車」の愛称をお寄せください。

　応募用紙は役場、各総合支所、教育委員会、山

都町立図書館、清和分館、蘇陽分館にあります。

必要事項を記入して、「山都町教育委員会」もし

くは「各図書館」へお持ちください。

　詳しくは応募用紙をご覧ください。

★　愛称は未発表にものに限ります。

★　山都町にお住まいの方ならどなたでも応募

できます。

★　連絡先を必ず明記してください。

★　採用された方には山都町教育委員会より

ご連絡します。（図書券進呈）

★　締め切りは8月31日（必着）です。

たくさんのご応募お待ちしております！

1415

8月のおすすめ図書

　平安時代を舞台に、陰陽師安倍

清明と笛の名手源博雅が怪事件を

解決する人気シリーズです。妖怪

に怪異、真夏の夜にちょっと不思

議で怖い物語はいかがですか。

図書館情報
－読書とは、自分の小ささを知ることです－

●お問い合わせ 本館　７３－１６１６
清和　８２－３０３３
蘇陽　７３－２７５５

休館日：本館・蘇陽（月曜日・祝日・年末年始）清和（GW・年末年始） 図
書
館だ

よ
り
声の灯り
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「陰陽師　醍醐ノ巻」
夢枕　獏（ゆめまくら　ばく）    文藝春秋　分類 913

　元講師の梨花、子どものことで

悩みを抱える美雪、絵画講師の紗

月。そしてイニシャル「K」から毎

年届く花束の謎。「K」とは誰なの

か、3 人の女性の人生が交差する

ミステリー小説です。

「花の鎖」
湊　かなえ（みなと　かなえ）    文藝春秋　分類 913

　さまざまな子ども達の表情をとら
えた写真と、「きぼう」という言葉
が添えられた写真絵本です。気づ
かないだけで、「きぼう」はこんな
にも日常に溢れているのではないで
しょうか。年齢を問わず、ごらん
頂きたい絵本です。

「きぼう－こころひらくとき」
ローレン・トンプソン           ほるぷ出版　分類 933

　夏休みの自由研究・調べ学習・
工作・読書感想文に利用できる本
が図書館にはたくさんあります。人
気の本はすぐに貸し出し中になりま
すので、お早めにご来館下さい。
また、スタッフが調べもののお手
伝いを致します。お気軽にカウン
ターにお尋ね下さい。

「虫の飼いかた・観察のしかた」
　　　　　　　　　　　　　　  偕成社　分類 486

　6
月
12
日
千
寿
苑
で
、
図
書
館
講
演
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
「
ゲ
ド
戦

記
シ
リ
ー
ズ
」
の
翻
訳
者
、
清
水
真
砂
子

氏
で
、「
子
ど
も
の
力
・
本
の
力
」
と
題

し
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
は
暴

風
雨
で
し
た
が
、
清
水
さ
ん
の
お
話
を
聞

こ
う
と
た
く
さ
ん
の
方
が
来
場
さ
れ
ま
し

た
。
大
学
の
講
師
を
勤
め
ら
れ
、
多
く
の

学
生
と
の
交
流
を
持
ち
、
現
代
の
若
者
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
と
、
文
学
の
関
わ
り

に
つ
い
て
講
演
さ
れ
ま
し
た
。

マ
イ
ナ
ス
の
感
情
を
避
け
よ
う
と

す
る
若
者
た
ち

　若
い
人
た
ち
の
多
く
が
、
悩
む
こ
と
、

悲
し
む
こ
と
、
苦
し
む
こ
と
、
恐
れ
る
こ

と
も
含
め
て
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
す
べ

て
マ
イ
ナ
ス
の
感
情
と
し
て
避
け
よ
う
と

す
る
傾
向
が
あ
る
。
視
野
が
狭
く
、
物
事

を
窮
屈
に
考
え
て
い
る
。
苦
し
み
や
悲
し

み
は
生
き
て
い
る
限
り
あ
っ
て
当
た
り

前
。
苦
し
み
や
悲
し
み
と
付
き
合
っ
て
、

時
に
そ
れ
と
闘
う
こ
と
は
、
そ
の
時
は
苦

し
い
け
れ
ど
、
で
も
お
も
し
ろ
い
体
験
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
、
本
を
読
め
ば
知
っ

て
い
く
こ
と
が
出
来
る
。

も
し
も
一
冊
の
本
と
出
合
っ
て
い
た
ら

　孤
独
や
絶
望
の
果
て
に
、
事
件
を
起
こ

し
た
り
、
自
ら
命
を
絶
っ
た
り
す
る
若
者

や
子
ど
も
た
ち
が
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
し

が
ら
み
や
、
親
の
束
縛
に
悲
鳴
を
あ
げ
て

い
る
若
者
た
ち
も
た
く
さ
ん
い
る
。
そ
し

て
み
ん
な
、
自
分
だ
け
が
孤
独
で
不
幸
だ

と
思
い
込
み
、
追
い
込
ん
で
い
る
。
た
く

さ
ん
の
物
語
に
出
会
い
、
悩
ん
で
い
る
の

は
自
分
だ
け
で
は
無
い
と
知
っ
て
い
た

ら
、
救
わ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

幸
福
に
驚
く
力

　こ
れ
か
ら
の
情
報
社
会
で
は
、
刺
激
的

な
イ
ベ
ン
ト
の
く
り
返
し
が
多
く
求
め
ら

れ
、
日
常
の
さ
さ
や
か
な
平
凡
は
退
屈
と

と
ら
え
ら
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。
特
別
な
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
、
子
ど
も

の
頃
の
一
番
楽
し
か
っ
た
思
い
出
を
学
生

に
聞
い
て
み
た
。
す
る
と
、
名
前
を
読
ん

で
お
か
え
り
と
い
っ
て
貰
っ
た
こ
と
、
靴

下
を
履
か
せ
て
も
ら
っ
た
後
、
足
を
な
で

て
も
ら
っ
た
こ
と
な
ど
を
挙
げ
る
。
子
ど

も
達
は
日
常
の
さ
さ
や
か
な
幸
せ
に
気
づ

い
て
い
る
。
そ
の
日
常
の
幸
せ
に
驚
く
力

を
培
っ
て
ゆ
く
の
が
児
童
文
学
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

生
き
か
た
の
モ
デ
ル
は
物
語
の
中
に

た
く
さ
ん
い
る

　子
ど
も
の
時
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
人
間

た
ち
に
本
の
中
で
出
会
っ
て
き
た
。
同
じ
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と
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卑
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な
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あ
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高
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な
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。
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本
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中
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知
っ
た
。
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と
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分
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由
に
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て
く
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た
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ら
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り
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。
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見
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を
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れ
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真
砂
子
氏
講
演
会

 

「
子
ど
も
の
力
・
本
の
力
」 

「幸福に驚く力」かもがわ出版

　

下記日程で図書館が休館となります。本館・蘇陽の返却は
返却ポストへよろしくお願いいたします。

本館・蘇陽分館　8月14日（日）・8月31日（水）
清和分館　8月13日（土）・14日（日）・15日（月）

「休館日のお知らせ」

「図書館からのお願い」

ご自宅に図書館の本は
ありませんか？

移動図書館車
愛称・デザイン画募集

　借りたまま、返却していない本・DVD などがご自
宅にありませんか？
　お持ちの方は、お近くの図書館へ返却ください。

　図書館バッグが不足しております。たくさんの資料

を借りられる方は、マイバッグをご持参ください。

マイバッグ持参にご協力
ください。
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柔
道男

子
・
50
㎏
級
　
優
勝
　
堀
凌
輔（
矢
部
中
）

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

男
子
　
優
勝
　
矢
部
中

女
子
　
３
位
　
矢
部
中
　
３
位
　
蘇
陽
中

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
男
子
　
３
位
　
矢
部
中

女
子
　
３
位
　
矢
部
中

卓
球男

子
・
団
体
　
２
位
　
矢
部
中
　
３
位
　
蘇
陽
中

・
個
人
　
優
勝
　
原
田
卓
哉（
矢
部
中
）

女
子

・
団
体
　
優
勝
　
矢
部
中
　

・
個
人
　
優
勝
　
村
上
縁（
矢
部
中
）　

  

２
位
　
村
上
慧（
矢
部
中
）　

  

３
位
　
牧
下
彩
樹（
矢
部
中
）

           

吉
山
夏
帆（
矢
部
中
）

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
女
子
）

  

２
位
　
矢
部
中

サ
ッ
カ
ー

  

３
位
　
矢
部
中

軟
式
野
球（
男
子
）

  

３
位
　
蘇
陽
中

剣
道男

子
・
団
体
　
２
位
　
矢
部
中

・
個
人（
１
年
）　
優
勝
　
國
武
弘
樹（
矢
部
中
）

・
個
人（
２
年
）　
３
位
　
原
田
雅
史（
蘇
陽
中
）

・
個
人（
代
表
）　
優
勝
　
飯
星
弘
樹（
矢
部
中
）　

　                

３
位
　
村
上
直
幸（
蘇
陽
中
）

                            

藤
川
寛
生（
矢
部
中
）

女
子

・
団
体
　
３
位
　
蘇
陽
中

大
会
結
果（
敬
称
略
）

ソフトボール決勝　矢部中（青）対  益城中（赤）

卓
球
で
の
、
矢
部
中（
青
）
対  

蘇
陽
中（
黒
）

サ
ッ
カ
ー
（
矢
部
中
）

上
益
城
郡
中
学
校
総
合
体
育
大
会

　
７
月
２
・
３
日
、
山
都
町
を
メ
イ
ン
会
場
に
し
て
、
上
益
城
郡

中
学
校
総
合
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
各
競
技
会
場
で
は
、

若
く
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
闘
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

第７回体協対抗
バスケットボール大会

協会長杯バレーボール大会
６／１３～１４

ソフトバレーボール大会
７／４～５

39 歳以下の部　優勝　ぽっぽやＢ

40歳以上の部　優勝　なかなか４人衆

男子の部　中島東部

女子の部　中島

清和支部ナイターバレー大会
６／１３～１４

優勝　トッパーズ

優勝　下矢部西部体協

６／６～９

町内スポーツ

矢部高 日本拳法部全国大会出場全国大会出場全国大会出場

藤川卓也
（主将・３年）

本田竜二
（３年）

緒方一真
（３年）

甲斐　圭
（３年）

大塚　誠
（３年）

西山文哉
（１年）

藤川卓也
（主将・３年）

本田竜二
（３年）

緒方一真
（３年）

甲斐　圭
（３年）

大塚　誠
（３年）

西山文哉
（１年）

　
６
月
４
・
５
日
、熊
本
武
道
館（
熊

本
市
）
で
行
わ
れ
た
県
高
等
学
校

総
合
体
育
大
会
日
本
拳
法
競
技

で
、
矢
部
高
日
本
拳
法
部
が
２
年

ぶ
り
の
団
体
優
勝
を
果
た
し
、
全

国
大
会
へ
の
出
場
切
符
を
手
に
し

ま
し
た
。個
人
戦
で
は
、
藤
川
卓
也

主
将
の
優
勝
、
緒
方
一
真
く
ん
が
３

位
、こ
の
ほ
か
、ベ
ス
ト
８
に
３
名
が

入
る
と
い
う
圧
倒
的
な
強
さ
を
見

せ
ま
し
た
。

　
矢
部
高
日
本
拳
法
部
は
２
０
０

４
年
に
創
部
さ
れ
、
現
在
部
員
は

11
名
。全
部
員
が
入
部
し
て
か
ら

日
本
拳
法
を
は
じ
め
る
た
め
経
験

は
浅
い
の
で
す
が
、
創
部
２
年
目
か

ら
指
導
に
あ
た
る
濵 

雄
大
監
督

と
部
員
の
努
力
に
よ
り
数
々
の
輝

か
し
い
成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　
濵
監
督
は
「
県
大
会
は
あ
く
ま

で
通
過
点
と
い
う
意
識
で
練
習
し

て
き
た
。目
指
す
は
全
国
大
会
の

決
勝
で
す
。」
と
部
員
の
実
力
に
大

き
な
期
待
を
寄
せ
ま
す
。

　
創
部
以
来
は
じ
め
て
、
県
総
体

で
の
個
人
戦
優
勝
を
果
た
し
た
主

将
の
藤
川
卓
也
く
ん
。「
公
式
戦
で

１
度
も
勝
っ
た
こ
と
が
無
か
っ
た
」

と
い
う
阿
蘇
清
峰
高
の
選
手
を
倒

し
て
勝
ち
取
っ
た
個
人
の
タ
イ
ト

ル
。「
個
人
戦
で
の
目
標
は
ベ
ス
ト
８

で
す
。」
静
か
な
語
り
口
で
し
た
が
、

団
体
戦
で
チ
ー
ム
を

ま
と
め
、
個
人
戦
へ

臨
む
強
い
決
意
を
感

じ
る
言
葉
で
し
た
。

　
全
国
大
会
は
７
月

30
・
31
日
に
京
都
府

で
行
わ
れ
、
部
で
は

毎
日
、
厳
し
い
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
で
優
勝

２
年
ぶ
り
に
全
国
大
会
へ
の
切
符

熱のこもった練習

全国高等学校総合体育大会（インターハイ）出場者（町関係）いざ、全国へ
ソフトテニス　山邉竜基くん（熊本中央高３年）

　　〃　　　  木實剛央くん（　　　〃　　）

バドミントン　 興梠修平くん（八代東高２年）

陸上３０００ｍ障害　山村　隼くん（九州学院高３年）

卓球（個人・団体）　藤原　葵くん（九州学院高３年）

ソフトボール　 大塚　光さん（熊本国府高３年）

　　〃　　　　吉岡　慈音さん（　　〃　２年）
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イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
い
つ
で
も
新
し
い
年
金
記
録

（
年
金
の
加
入
記
録
・
未
加
入
期
間
・
未
納
期
間
な
ど
）

を
ご
自
身
で
ご
確
認
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
ご

自
宅
や
役
場
窓
口
で
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。
役
場
窓
口

で
は
、
８
月
１
日
か
ら
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
た

だ
し
、
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
あ
る
方

が
対
象
で
す
。）

【
確
認
で
き
る
年
金
記
録
】

・
各
月
の
年
金
記
録
の
情
報

・
月
別
納
付
状
況

・
厚
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年
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入
記
録
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年
金
記
録
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加
入
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情
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。
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】
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保
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年
金
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便
等
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鑑

＊
代
理
の
方
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申
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を
さ
れ
る
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合
、
右
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外
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任
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代
理
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本
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書
類
・
印
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が
必
要
に

な
り
ま
す
。（
委
任
状
は
役
場
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す
）

本
人
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認
後
、
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込
用
紙
を
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入
し
て
い
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だ
き
、
年

金
記
録
を
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し
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し
ま
す
。
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自
宅
で
利
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す
る
場
合
の
ご
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用
登
録
方
法
は
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年
金
機
構
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ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」と
は

利
用
方
法

気づいてください、川の汚れ ～河川水質検査（5月9日・24日実施）結果～

　環境に負担をかけないためにできることから始めま
しょう。

○台所では
　残飯や揚げ物油をはじめ、食器についた食べ物
の残りを取り除き、排水に流さない。
　お米のとぎ汁は、畑や植物への水やりに利用する。
野菜くずなどを堆肥として利用する。
○洗濯では
洗剤量は正しく計って使う。
お風呂の残り湯を洗濯に使う。
○お風呂場では
シャンプーやリンス、お風呂用洗剤等を使いすぎな
い。排水口の髪の毛などは、こまめに取り除く。
○トイレでは
　二度流しをさける。
　強力な洗剤を使わなくていいように、こまめな水
洗い掃除をする。
○家のまわりでは……側溝などを清掃して、汚染物質
を発生させない。　

　山都町では家庭の台所や水洗トイレなどから出る生活排水を
きれいにする「浄化槽」の普及を進めています。ただ、せっかく
設置した浄化槽でも適正な維持管理をしなければ、浄化槽の
機能を十分に発揮できず、汚水を流してしまうことにつながりま
す。
　浄化槽は、水中の微生物の働きを利用して家庭から出る生
活雑排水をきれいな水にするものです。その微生物が活発に
活動しやすい環境を保つように定期的に３つの維持管理を行う
ことが法的に義務づけられています。
１．保守点検
　保守点検は、浄化槽のスカム（汚泥の一種）の返送、ブロワー
の点検、消毒剤の補給などを行います。通常、設置者と浄化
槽保守点検業者が委託契約を行い実施します。
２．清掃
　清掃は、浄化槽にたまった微生物の死骸・汚泥の引き出し、
機器類の洗浄、槽内の掃除などを行います。汚泥などがたまり
すぎると浄化槽の機能に支障をきたし、処理が不十分になった
り、悪臭の原因になったりします。
　清掃は年１回以上の実施が義務づけられています。
３．法定検査
　法定検査は、浄化槽が適正に設置されているか、保守点検・
清掃が適正に行われているか、浄化槽がきちんと機能している
か、放流水の水質が基準を満たしているかなどを検査する「浄
化槽の定期健康診断」です。県の指定検査機関である「公益
社団法人　熊本県浄化槽協会」が検査を行います。
①設置後８ヶ月以内の検査（７条検査といい検査料は５～１０
人槽で９，８００円）

②設置後２年目以降毎年行われる検査（１１条検査といい、検
査料は５～１０人槽で３，８００円）

　家庭から排出されるごみの減量化及び再資源化を図
るため、生ごみ処理機を設置する方に対し補助金の交
付を行います。
▼対象となる機械
　家庭のごみを微生物の活動又は乾燥装置により減量
化する電気式の処理機で、町内の商店から購入するも
の。
▼申請対象者
　町内に住所を有する世帯主の方
▼補助金の額
　生ごみ処理機１台を設置するのに必要な費用の２分
の１以内とし、２万円を限度とします。

生ごみ処理機設置の補助金

きれいな水を守る生活を

　集落単位で整備を行う場合は、その集落の現在の整備率
に応じて、国・県の補助金に町の補助金を上乗せして交付
します。

浄化槽の維持管理

浄化槽設置整備補助金

▼申請対象者
居住を目的とした住宅に
浄化槽を設置される方

人槽 補助額

５槽

７槽

１０槽

354,000円

485,000円

770,000円

　今回、ＢＯＤは１ヶ所、大腸菌群数・全リン・全窒素は、全ヶ所で基準値オーバーです。原因は、生活排水、田畑等
の肥料分がより多く河川に流入したなどが考えられます。
（※河川の上流ということもあり、川の類型がＡＡ・Ａと厳しい数値が設けてあります）

河川類型ＡＡ；河川環境の基準において最も高い水質基準値です。
水道1級・水産1級など、利用目的の適用性が定められている水質基準値です。　

ｐＨ（水素イオン濃度）；水の酸性かアルカリ性を示す数値。
ｐＨ７（中性）に近いことが好ましく、7 より小さくなると酸性、７より大きくなるとアルカリ性が強くなり生き物が住めなくなります。
基準 6.5 ～ 8.5

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）；水中の汚れ（有機物）を微生物が分解するときに必要な酸素量。
この数値が大きいほど水中に有機物が多いことを意味し汚れています。基準1mg/L 以下（御船川・滑川は２mg/L 以下）

ＳＳ（浮遊物質量）；水中に浮いている物質量。
この数値が大きいほど汚れており、見た目の濁りの原因となります。基準 25mg/L

ＤＯ（溶存酸素）；水中に溶けている酸素量。
水温、気圧などに影響され、水温が高くなると小さくなります。

大腸菌郡数；大腸菌および大腸菌と性質が似ている細菌数。人や動物、土壌に存在。塩素があると死んでしまいます。
全窒素；無機（アンモニウム態窒素、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素）および有機性窒素の総量。

動植物の増殖に欠かせないもの。多すぎると富栄養化となり藻類が異常繁殖します。

全リン；無機および有機リン化合物の総量。
動植物の成長に欠かせないもの。多すぎると富栄養化となり藻類が異常繁殖します。

…基準値超過

類 型
河 川 類 型

分析項目 単位

pH

SS
BOD
DO
大腸菌群数
全窒素
全リン

mg/ℓ
（℃）
mg/ℓ
mg/ℓ
mg/ℓ
 

mg/ℓ
mg/ℓ

MPN/100㎖

緑川
AA

緑川
AA

御船川
A

御船川
A

緑川
AA

緑川
AA

緑川
AA

緑川
AA

緑川
AA

緑川
AA

第二千滝橋
（千滝川）

弁財天橋
（千滝川）

島木橋
（御船川）

水ノ田尾橋
（滑川）

吉鶴橋
（五郎ヶ滝川）

笹原橋
（笹原川）

日名田橋
（笹原川）

高橋
（緑川）

横野橋
（大矢川）

7.9
24
6
0.8
9.7
1,700
1.2
0.042

7.8
24
6
0.7
9.3
1,700
0.7
0.011

7.6
24
5
0.9
8.7

16,000
0.6
0.011

8.1
24
6
0.6
9.5
1,100
0.7
0.022

7.6
23
5
0.8
8.9
2,200
0.8
0.024

7.7
24
3
0.7
8.7
3,500
0.8
0.016

7.8
24
2
0.6
9.5
330
0.8
0.011

7.9
24
5
0.6
9.7
3,500
0.8
0.042

天神橋
（大矢川）
7.7
24
5
0.7
9.1

16,000
0.9
0.046

7.1
24
10
2.7
8.6

92,000
1.8
0.13

基
準
値

AA A

6.5～8.5

25以下
1以下 2以下
7.5以上

50以下 1000以下

0.1以下
0.005以下

類 型
河 川 類 型

分析項目 単位

pH

SS
BOD
DO
大腸菌群数
全窒素
全リン

mg/ℓ
（℃）
mg/ℓ
mg/ℓ
mg/ℓ
 

mg/ℓ
mg/ℓ

MPN/100㎖

緑川
AA

緑川
AA

緑川
AA

五ヶ瀬川
AA

五ヶ瀬川
AA

五ヶ瀬川
AA

五ヶ瀬川
AA

五ヶ瀬川
AA

五ヶ瀬川
AA

五ヶ瀬川
AA

下鶴橋
（黒峰川）

下前鶴橋
（神ノ前川）

柳井原橋
（大矢川）

二津留橋
（二津留川）

赤迫橋
（上差尾川）

土戸
（土戸川）

馬見原橋
（五ヶ瀬川）

日向泊
（柳谷川）

古米橋
（旅草川）

7.5
24
7
0.6
8.5
3,500
1.6
0.035

7.3
24
7
0.7
8.6
1,400
1.3
0.051

7.5
24
5
0.9
7.7
1,700
1.2
0.045

8.2
24
3
0.8
9.5
1,300
0.6
0.062

7.4
24
4
0.7
8.1
1,700
0.7
0.013

8.5
24
4
0.5
10
460
0.7
0.027

7.8
24
5
0.6
8.7
1,700
1.0
0.043

7.8
24
7
0.9
8.2
560
0.8
0.036

柏
（神働川）
7.0
24
12
0.7
8.1
9,200
0.7
0.036

7.5
24
2
0.9
8.7
2,200
0.8
0.046

基
準
値

AA A

6.5～8.5

25以下
1以下 2以下
7.5以上

50以下 1000以下

0.1以下
0.005以下

用語説明

農業者年金のメリット
● 少子・高齢時代に強い積立方式の年金！
● 終身年金で80歳までの保証付き！
● 支払った保険料は全額社会保険料控除！
● 手厚い政策支援！保険料に国庫補助も
　　 ～農業者の方なら広くご加入いただけます～

一定の要件を満たす方に月額最高1万円、
通算すると最大で216万円

○保険料支払いによる節税効果の試算（所得税・住民税）

保険料額

税率
15％の場合
20％の場合
30％の場合

月額2万円
（年額24万円）

月額5万円
（年額60万円）

月額6.7万円
（年額80.4万円）

36,000円
48,000円
72,000円

90,000円
120,000円
180,000円

120,600円
160,800円
241,200円

（注）各欄の金額が節税効果で、保険料支払後も適用される
        税率に変動がないものとして試算しています。

保険料の額が

農
業
者
の
み
な
さ
ん

老
後
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

問
い
合
わ
せ
先

山
都
町
農
業
員
会
　
８
３
ー
１
１
１

農
業
委
員
会
白
糸
事
務
所
　
７
２
ー
１
１
５
６

農業者年金は、老後生活をサポートします 老後生活は、こんなに長い！

65歳からの平均余命は…

老後生活は、こんなにお金がかかる！

夫婦2人の場合

老後の家計費
年間：280万円

国民年金だけでは…
年間：150万円

年間：122万円（1か月あたり約10万円）不足

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
設
置
し
ま
し
た

問　住民環境課　環境衛生係（72-0767）

公的年金ならではの
税制上の優遇措置
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気づいてください、川の汚れ ～河川水質検査（5月9日・24日実施）結果～

　環境に負担をかけないためにできることから始めま
しょう。

○台所では
　残飯や揚げ物油をはじめ、食器についた食べ物
の残りを取り除き、排水に流さない。
　お米のとぎ汁は、畑や植物への水やりに利用する。
野菜くずなどを堆肥として利用する。
○洗濯では
洗剤量は正しく計って使う。
お風呂の残り湯を洗濯に使う。
○お風呂場では
シャンプーやリンス、お風呂用洗剤等を使いすぎな
い。排水口の髪の毛などは、こまめに取り除く。
○トイレでは
　二度流しをさける。
　強力な洗剤を使わなくていいように、こまめな水
洗い掃除をする。
○家のまわりでは……側溝などを清掃して、汚染物質
を発生させない。　

　山都町では家庭の台所や水洗トイレなどから出る生活排水を
きれいにする「浄化槽」の普及を進めています。ただ、せっかく
設置した浄化槽でも適正な維持管理をしなければ、浄化槽の
機能を十分に発揮できず、汚水を流してしまうことにつながりま
す。
　浄化槽は、水中の微生物の働きを利用して家庭から出る生
活雑排水をきれいな水にするものです。その微生物が活発に
活動しやすい環境を保つように定期的に３つの維持管理を行う
ことが法的に義務づけられています。
１．保守点検
　保守点検は、浄化槽のスカム（汚泥の一種）の返送、ブロワー
の点検、消毒剤の補給などを行います。通常、設置者と浄化
槽保守点検業者が委託契約を行い実施します。
２．清掃
　清掃は、浄化槽にたまった微生物の死骸・汚泥の引き出し、
機器類の洗浄、槽内の掃除などを行います。汚泥などがたまり
すぎると浄化槽の機能に支障をきたし、処理が不十分になった
り、悪臭の原因になったりします。
　清掃は年１回以上の実施が義務づけられています。
３．法定検査
　法定検査は、浄化槽が適正に設置されているか、保守点検・
清掃が適正に行われているか、浄化槽がきちんと機能している
か、放流水の水質が基準を満たしているかなどを検査する「浄
化槽の定期健康診断」です。県の指定検査機関である「公益
社団法人　熊本県浄化槽協会」が検査を行います。
①設置後８ヶ月以内の検査（７条検査といい検査料は５～１０
人槽で９，８００円）

②設置後２年目以降毎年行われる検査（１１条検査といい、検
査料は５～１０人槽で３，８００円）

　家庭から排出されるごみの減量化及び再資源化を図
るため、生ごみ処理機を設置する方に対し補助金の交
付を行います。
▼対象となる機械
　家庭のごみを微生物の活動又は乾燥装置により減量
化する電気式の処理機で、町内の商店から購入するも
の。
▼申請対象者
　町内に住所を有する世帯主の方
▼補助金の額
　生ごみ処理機１台を設置するのに必要な費用の２分
の１以内とし、２万円を限度とします。

生ごみ処理機設置の補助金

きれいな水を守る生活を

　集落単位で整備を行う場合は、その集落の現在の整備率
に応じて、国・県の補助金に町の補助金を上乗せして交付
します。

浄化槽の維持管理

浄化槽設置整備補助金

▼申請対象者
居住を目的とした住宅に
浄化槽を設置される方

人槽 補助額

５槽

７槽

１０槽

354,000円

485,000円

770,000円

　今回、ＢＯＤは１ヶ所、大腸菌群数・全リン・全窒素は、全ヶ所で基準値オーバーです。原因は、生活排水、田畑等
の肥料分がより多く河川に流入したなどが考えられます。
（※河川の上流ということもあり、川の類型がＡＡ・Ａと厳しい数値が設けてあります）

河川類型ＡＡ；河川環境の基準において最も高い水質基準値です。
水道1級・水産1級など、利用目的の適用性が定められている水質基準値です。　

ｐＨ（水素イオン濃度）；水の酸性かアルカリ性を示す数値。
ｐＨ７（中性）に近いことが好ましく、7 より小さくなると酸性、７より大きくなるとアルカリ性が強くなり生き物が住めなくなります。
基準 6.5 ～ 8.5

ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）；水中の汚れ（有機物）を微生物が分解するときに必要な酸素量。
この数値が大きいほど水中に有機物が多いことを意味し汚れています。基準1mg/L 以下（御船川・滑川は２mg/L 以下）

ＳＳ（浮遊物質量）；水中に浮いている物質量。
この数値が大きいほど汚れており、見た目の濁りの原因となります。基準 25mg/L

ＤＯ（溶存酸素）；水中に溶けている酸素量。
水温、気圧などに影響され、水温が高くなると小さくなります。

大腸菌郡数；大腸菌および大腸菌と性質が似ている細菌数。人や動物、土壌に存在。塩素があると死んでしまいます。
全窒素；無機（アンモニウム態窒素、亜硝酸態窒素、硝酸態窒素）および有機性窒素の総量。

動植物の増殖に欠かせないもの。多すぎると富栄養化となり藻類が異常繁殖します。

全リン；無機および有機リン化合物の総量。
動植物の成長に欠かせないもの。多すぎると富栄養化となり藻類が異常繁殖します。

…基準値超過

類 型
河 川 類 型

分析項目 単位

pH

SS
BOD
DO
大腸菌群数
全窒素
全リン

mg/ℓ
（℃）
mg/ℓ
mg/ℓ
mg/ℓ
 

mg/ℓ
mg/ℓ

MPN/100㎖

緑川
AA

緑川
AA

御船川
A

御船川
A

緑川
AA

緑川
AA

緑川
AA

緑川
AA

緑川
AA

緑川
AA

第二千滝橋
（千滝川）

弁財天橋
（千滝川）

島木橋
（御船川）

水ノ田尾橋
（滑川）

吉鶴橋
（五郎ヶ滝川）

笹原橋
（笹原川）

日名田橋
（笹原川）

高橋
（緑川）

横野橋
（大矢川）

7.9
24
6
0.8
9.7
1,700
1.2
0.042

7.8
24
6
0.7
9.3
1,700
0.7
0.011

7.6
24
5
0.9
8.7

16,000
0.6
0.011

8.1
24
6
0.6
9.5
1,100
0.7
0.022

7.6
23
5
0.8
8.9
2,200
0.8
0.024

7.7
24
3
0.7
8.7
3,500
0.8
0.016

7.8
24
2
0.6
9.5
330
0.8
0.011

7.9
24
5
0.6
9.7
3,500
0.8
0.042

天神橋
（大矢川）
7.7
24
5
0.7
9.1

16,000
0.9
0.046

7.1
24
10
2.7
8.6

92,000
1.8
0.13

基
準
値

AA A

6.5～8.5

25以下
1以下 2以下
7.5以上

50以下 1000以下

0.1以下
0.005以下

類 型
河 川 類 型

分析項目 単位

pH

SS
BOD
DO
大腸菌群数
全窒素
全リン

mg/ℓ
（℃）
mg/ℓ
mg/ℓ
mg/ℓ
 

mg/ℓ
mg/ℓ

MPN/100㎖

緑川
AA

緑川
AA

緑川
AA

五ヶ瀬川
AA

五ヶ瀬川
AA

五ヶ瀬川
AA

五ヶ瀬川
AA

五ヶ瀬川
AA

五ヶ瀬川
AA

五ヶ瀬川
AA

下鶴橋
（黒峰川）

下前鶴橋
（神ノ前川）

柳井原橋
（大矢川）

二津留橋
（二津留川）

赤迫橋
（上差尾川）

土戸
（土戸川）

馬見原橋
（五ヶ瀬川）

日向泊
（柳谷川）

古米橋
（旅草川）

7.5
24
7
0.6
8.5
3,500
1.6
0.035

7.3
24
7
0.7
8.6
1,400
1.3
0.051

7.5
24
5
0.9
7.7
1,700
1.2
0.045

8.2
24
3
0.8
9.5
1,300
0.6
0.062

7.4
24
4
0.7
8.1
1,700
0.7
0.013

8.5
24
4
0.5
10
460
0.7
0.027

7.8
24
5
0.6
8.7
1,700
1.0
0.043

7.8
24
7
0.9
8.2
560
0.8
0.036

柏
（神働川）
7.0
24
12
0.7
8.1
9,200
0.7
0.036

7.5
24
2
0.9
8.7
2,200
0.8
0.046

基
準
値

AA A

6.5～8.5

25以下
1以下 2以下
7.5以上

50以下 1000以下

0.1以下
0.005以下

用語説明

農業者年金のメリット
● 少子・高齢時代に強い積立方式の年金！
● 終身年金で80歳までの保証付き！
● 支払った保険料は全額社会保険料控除！
● 手厚い政策支援！保険料に国庫補助も
　　 ～農業者の方なら広くご加入いただけます～

一定の要件を満たす方に月額最高1万円、
通算すると最大で216万円

○保険料支払いによる節税効果の試算（所得税・住民税）

保険料額

税率
15％の場合
20％の場合
30％の場合

月額2万円
（年額24万円）

月額5万円
（年額60万円）

月額6.7万円
（年額80.4万円）

36,000円
48,000円
72,000円

90,000円
120,000円
180,000円

120,600円
160,800円
241,200円

（注）各欄の金額が節税効果で、保険料支払後も適用される
        税率に変動がないものとして試算しています。

保険料の額が

農
業
者
の
み
な
さ
ん

老
後
の
備
え
は
万
全
で
す
か
？

問
い
合
わ
せ
先

山
都
町
農
業
員
会
　
８
３
ー
１
１
１

農
業
委
員
会
白
糸
事
務
所
　
７
２
ー
１
１
５
６

農業者年金は、老後生活をサポートします 老後生活は、こんなに長い！

65歳からの平均余命は…

老後生活は、こんなにお金がかかる！

夫婦2人の場合

老後の家計費
年間：280万円

国民年金だけでは…
年間：150万円

年間：122万円（1か月あたり約10万円）不足

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」を
設
置
し
ま
し
た

問　住民環境課　環境衛生係（72-0767）

公的年金ならではの
税制上の優遇措置
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６
月
24
日
、
山
都
町
中
央
公
民
館
で

「
平
成
23
年
度
山
都
町
茶
品
評
会
」
が

開
か
れ
、
山
都
町
内
の
生
産
者
が
、
釜

炒
り
製
玉
緑
茶
の
部
に
21
点
、
蒸
し
製

玉
緑
茶
の
部
に
37
点
を
出
品
し
ま
し

た
。
審
査
に
は
熊
本
県
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
茶
業
研
究
所
な
ど
の
職
員
の
方
が

あ
た
り
ま
し
た
。

　
審
査
項
目
は
外
観
（
お
茶
の
形
）
20

点
、
香
気
（
お
茶
の
香
り
）
75
点
、
水

色（
お
茶
の
お
湯
の
色
）30
点
、滋
味（
お

茶
の
味
）
75
点
の
４
つ
で
審
査
が
行
わ

れ
、
合
計
２
０
０
点
満
点
で
す
。

　
今
年
度
は
、
冬
場
の
厳
し
い
寒
さ
の

影
響
で
生
産
量
が
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
出
品
さ
れ
た
お
茶
は
ど
れ
も
品
質

が
良
く
、
審
査
員
は
何
度
も
香
り
や
味

を
確
認
し
な
が
ら
、
慎
重
に
審
査
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
審
査
後
は
、
審
査
基
準
や
摘
み
取

り
時
期
、
製
茶
方
法
に
つ
い
て
の
指
導

も
行
わ
れ
て
、
生
産
者
の
方
々
は
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

外
観
（
お
茶
の
形
）
の
審
査

香
気
（
お
茶
の
香
）
の
審
査

山
都
町
茶
品
評
会

■
釜
炒
り
製
玉
緑
茶
の
部

　
１
等
　
下
田
　
房
夫
（
犬
飼
）

　
２
等
　
阿
部
　
主
税
（
犬
飼
）

　
２
等
　
松
本
　
茂
　（
犬
飼
）

　
３
等
　
中
村
　
五
彦
（
金
内
）

　
３
等
　
井
手
　
敏
博
（
猿
渡
）

　
３
等
　
渡
辺
　
憲
治
（
北
中
島
）

　
３
等
　
杉
本
　
直
道
（
目
丸
）

■
蒸
し
製
玉
緑
茶
の
部

　
１
等
　
藤
岡
　
隆
一
（
藤
木
）

　
２
等
　
藤
本
誠
一
郎
（
入
佐
）

　
２
等
　
渡
辺
　
成
善
（
北
中
島
）

　
２
等
　
中
村
　
豊
光
（
犬
飼
）

　
３
等
　
藤
原
　
徳
門
（
島
木
）

　
３
等
　
増
本
　
廣
美
（
牧
野
）

　
３
等
　
坂
本
　
和
弘
（
男
成
）

　
３
等
　
飯
開
　
敏
憲
（
男
成
）

　
３
等
　
歌
野
　
英
和
（
北
中
島
）

　
３
等
　
飯
開
　
政
俊
（
男
成
）

　
３
等
　
岩
永
　
道
治
（
島
木
）

小
学
校
で
も
品
評
会

小
学
校
で
も
品
評
会

菅
尾
小

　
６
月
30
日
、
菅
尾
小
学
校

体
育
館
で
製
茶
品
評
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
品
評
会
は

地
域
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
今
回
13
点
の
出
品
が
あ

り
ま
し
た
。
審
査
方
法
は
、

町
の
品
評
会
と
同
じ
４
つ
の
項

目
で
行
わ
れ
、
上
益
城
地
域

振
興
局
農
林
振
興
課
の
職
員

が
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
後

に
は
、
審
査
員
か
ら
児
童
に

審
査
の
方
法
な
ど
の
説
明
が

あ
り
、
児
童
が
香
り
や
味
の

審
査
を
体
験
し
ま
し
た
。

審
査
結
果
（
敬
称
略
）

１
等
　
小
﨑
菊
美
（
菅
尾
）

１
等
　
小
﨑
孝
一
（
菅
尾
）

御
岳
小

　
６
月
16
日
、
御
岳
小
学
校

で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
岳

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
宰
す
る
こ
の
品

評
会
で
は
、
地
域
の
方
々
に
協

力
を
い
た
だ
い
て
、
釜
炒
茶
16

点
、
蒸
し
茶
13
点
の
計
29
点

の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
審

査
に
は
、Ｊ
Ａ
上
益
城
の
職
員

が
あ
た
り
、
品
評
会
後
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
販
売
、
売
り
上
げ
は

子
ど
も
た
ち
の
教
材
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。

審
査
結
果
（
敬
称
略
）

釜
炒
り
茶

特
等
　
佐
藤
冨
士
雄
（
野
尻
）

蒸
し
茶

特
等
　
飯
開
政
俊
（
男
成
）

〃
　
　
飯
開
敏
憲
（
男
成
）

災害の怖さを知るために ー 蘇陽小　防災教室 ー

矢
部
広
域
病
院
か
ら
被
災
地
へ

　
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
そ

の
２
日
後
、
日
本
医
師
会
は
被
災
地
に
「
日
本

医
師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム
」（
J
M
A
T
ジ
ェ

イ
マ
ッ
ト
）
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
、
各
都

道
府
県
の
医
師
会
へ
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
熊
本
県
の
災
害
拠
点
病
院
（
※
）
に
指
定
さ

れ
て
い
る
矢
部
広
域
病
院
に
も
熊
本
県
医
師
会

か
ら
派
遣
の
依
頼
が
あ
り
、
災
害
医
療
チ
ー
ム

（
医
師
1
人
、
看
護
師
2
人
、
事
務
職
員
1
人
）

が
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
支
援
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
矢
部
広
域
病
院
災
害
医
療
チ
ー
ム
は
当
院
外

科
部
長
の
坂
本
達
彦
医
師
、
山
内
恵
美
看
護
師
、

菅
映
理
子
看
護
師
、
事
務
を
担
当
し
た
德
臣
明

浩
さ
ん
の
４
名
。
６
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の

３
日
間
、気
仙
沼
市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
「
す

こ
や
か
」
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
地

元
の
医
療
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
Ｊ
Ｒ

Ｓ（
気
仙
沼
巡
回
療
養
支
援
隊
）
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
震
災
に
よ
り
通
院
が
で
き
な
く

な
っ
た
在
宅
患
者
を
訪
問
し
て
診
療
。
寝
た
き

り
の
患
者
が
、
停
電
で
電
気
式
の
エ
ア
マ
ッ
ト

が
使
え
な
く
な
っ
た
た
め
に
起
こ
し
た
床
ず
れ

の
治
療
な
ど
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　「
震
災
か
ら
３
ヶ
月
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、

震
災
時
を
思
い
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
会
話
に
気

を
つ
け
ま
し
た
。
服
装
も
医
療
用
白
衣
で
は
な

く
、
で
き
る
限
り
普
段
着
に
近
い
も
の
を
着
て

訪
問
し
て
い
ま
し
た
。」
患
者
を
気
遣
い
な
が

ら
、
チ
ー
ム
全
員
で
診
療
活
動
に
当
た
り
ま
し

た
。

　
坂
本
医
師
は
「
私
た
ち
の
活
動
は
あ
く
ま
で

サ
ポ
ー
ト
。
は
や
く
地
元
で
の
医
療
活
動
が
復

旧
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。」
と
気
仙
沼

市
の
復
興
を
願
い
ま
す
。

　
加
え
て
坂
本
医
師
は
、「
今
回
の
被
害
の
甚

大
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
当
院
の
災
害
拠

点
病
院
と
し
て
の
役
割
を
考
え
た
。
起
こ
り
う

る
災
害
の
種
類
は
違
う
が
、
常
に
備
え
を
怠
ら

な
い
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

災
害
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣

左から、山内さん、坂本さん、德臣さん、菅さん。
気仙沼市民健康管理センター「すこやか」の前にて。

※

災
害
拠
点
病
院…

県
内
や
近
県
で
災
害
が
発
生
し
、

通
常
の
医
療
体
制
で
は
被
災
者
に
対
す
る
適
切
な
医

療
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
場
合

に
、
熊
本
県
知
事
の
要
請
に
よ
り
傷
病
者
の
受
け
入

れ
や
医
療
救
護
班
の
派
遣
等
を
行
う
。
上
益
城
郡
で

は
矢
部
広
域
病
院
の
み
。

　
６
月
30
日
　
蘇
陽
小
学
校
で
全
校
児
童

78
名
が
参
加
し
、
防
災
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
談
と
、
身
近
で
起
こ
っ
た
大
雨
災
害
に

つ
い
て
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
で
、
児
童

た
ち
に
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
と
も
に
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
行
動
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、
今
回
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
蘇
陽
小
に
２
人
の
孫
が
通
う

山
邊
い
ち
子
さ
ん
。
絵
本
読
み
聞
か
せ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
週
木
曜
日
に
学
校
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
山
邊
さ
ん
は
、
大

火
砕
流
が
起
こ
っ
た
島
原
市
や
阪
神
大
震

災
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
が
あ
る

山
本
峰
夫
さ
ん
（
南
阿
蘇
村
）
と
と
も
に
、

５
月
20
日
か
ら
10
日
間
、
宮
城
県
気
仙
沼

市
や
石
巻
市
、
女
川
町
で
支
援
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
避
難
所
で
の
ラ
ー
メ
ン
炊
き

出
し
や
、
自
身
の
経
験
を
活
か
し
た
保
育

所
の
訪
問
、
自
宅
で
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
方
々
を
訪
問
し
て
ア
ク
リ

ル
製
た
わ
し
を
配
布
す
る
な
ど
積
極
的
に

活
動
。
最
終
日
に
は
石
巻
市
に
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
被
災
地
で
活
躍

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
へ
ラ
ー
メ
ン

を
配
り
、と
て
も
感
謝
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　「
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
ば
か
り
が
続
い

た
。
が
れ
き
の
山
に
、鼻
を
つ
く
に
お
い
。

そ
こ
に
行
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
だ
っ
た
。」
山
邊
さ
ん
は
被
災
地
の

状
況
に
つ
い
て
写
真
を
見
せ
な
が
ら
説
明

し
ま
す
。

　「
現
地
で
活
動
す
る
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
を
多
く
見
た
。
蘇
陽
小
学
校
の

児
童
に
は
困
っ
た
人
が
い
た
ら
助
け
ら
れ

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
と
被
災
地
で

の
体
験
で
感
じ
た
こ
と
を
熱
い
思
い
を
込

め
て
語
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
人
の
講
師
は
、
学
校
の
安
全
指

導
員
を
務
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手

と
し
て
児
童
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
森
田

優
さ
ん
。
森
田
さ
ん
は
、
５
年
前
に
起
き

た
土
砂
崩
れ
で
、
一
人
が
死
亡
し
た
災
害

で
救
助
活
動
に
あ
た
っ
た
体
験
や
、
防
災

教
室
の
10
日
前
に
起
き
た
国
道
２
６
５
号

の
土
砂
崩
れ
に
つ
い
て
話
し
、「
雷
な
ど

の
危
険
な
サ
イ
ン
を
感
じ
た
ら
急
い
で
家

に
帰
ろ
う
」
と
、
普
段
か
ら
防
災
に
つ
い

て
意
識
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

山邊いち子さん

森田優さん
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６
月
24
日
、
山
都
町
中
央
公
民
館
で

「
平
成
23
年
度
山
都
町
茶
品
評
会
」
が

開
か
れ
、
山
都
町
内
の
生
産
者
が
、
釜

炒
り
製
玉
緑
茶
の
部
に
21
点
、
蒸
し
製

玉
緑
茶
の
部
に
37
点
を
出
品
し
ま
し

た
。
審
査
に
は
熊
本
県
農
業
研
究
セ
ン

タ
ー
茶
業
研
究
所
な
ど
の
職
員
の
方
が

あ
た
り
ま
し
た
。

　
審
査
項
目
は
外
観
（
お
茶
の
形
）
20

点
、
香
気
（
お
茶
の
香
り
）
75
点
、
水

色（
お
茶
の
お
湯
の
色
）30
点
、滋
味（
お

茶
の
味
）
75
点
の
４
つ
で
審
査
が
行
わ

れ
、
合
計
２
０
０
点
満
点
で
す
。

　
今
年
度
は
、
冬
場
の
厳
し
い
寒
さ
の

影
響
で
生
産
量
が
少
な
く
な
り
ま
し
た

が
、
出
品
さ
れ
た
お
茶
は
ど
れ
も
品
質

が
良
く
、
審
査
員
は
何
度
も
香
り
や
味

を
確
認
し
な
が
ら
、
慎
重
に
審
査
を
し

て
い
ま
し
た
。

　
審
査
後
は
、
審
査
基
準
や
摘
み
取

り
時
期
、
製
茶
方
法
に
つ
い
て
の
指
導

も
行
わ
れ
て
、
生
産
者
の
方
々
は
熱
心

に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

外
観
（
お
茶
の
形
）
の
審
査

香
気
（
お
茶
の
香
）
の
審
査

山
都
町
茶
品
評
会

■
釜
炒
り
製
玉
緑
茶
の
部

　
１
等
　
下
田
　
房
夫
（
犬
飼
）

　
２
等
　
阿
部
　
主
税
（
犬
飼
）

　
２
等
　
松
本
　
茂
　（
犬
飼
）

　
３
等
　
中
村
　
五
彦
（
金
内
）

　
３
等
　
井
手
　
敏
博
（
猿
渡
）

　
３
等
　
渡
辺
　
憲
治
（
北
中
島
）

　
３
等
　
杉
本
　
直
道
（
目
丸
）

■
蒸
し
製
玉
緑
茶
の
部

　
１
等
　
藤
岡
　
隆
一
（
藤
木
）

　
２
等
　
藤
本
誠
一
郎
（
入
佐
）

　
２
等
　
渡
辺
　
成
善
（
北
中
島
）

　
２
等
　
中
村
　
豊
光
（
犬
飼
）

　
３
等
　
藤
原
　
徳
門
（
島
木
）

　
３
等
　
増
本
　
廣
美
（
牧
野
）

　
３
等
　
坂
本
　
和
弘
（
男
成
）

　
３
等
　
飯
開
　
敏
憲
（
男
成
）

　
３
等
　
歌
野
　
英
和
（
北
中
島
）

　
３
等
　
飯
開
　
政
俊
（
男
成
）

　
３
等
　
岩
永
　
道
治
（
島
木
）

小
学
校
で
も
品
評
会

小
学
校
で
も
品
評
会

菅
尾
小

　
６
月
30
日
、
菅
尾
小
学
校

体
育
館
で
製
茶
品
評
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
品
評
会
は

地
域
の
方
々
に
協
力
を
い
た
だ

い
て
、
今
回
13
点
の
出
品
が
あ

り
ま
し
た
。
審
査
方
法
は
、

町
の
品
評
会
と
同
じ
４
つ
の
項

目
で
行
わ
れ
、
上
益
城
地
域

振
興
局
農
林
振
興
課
の
職
員

が
審
査
し
ま
し
た
。
審
査
後

に
は
、
審
査
員
か
ら
児
童
に

審
査
の
方
法
な
ど
の
説
明
が

あ
り
、
児
童
が
香
り
や
味
の

審
査
を
体
験
し
ま
し
た
。

審
査
結
果
（
敬
称
略
）

１
等
　
小
﨑
菊
美
（
菅
尾
）

１
等
　
小
﨑
孝
一
（
菅
尾
）

御
岳
小

　
６
月
16
日
、
御
岳
小
学
校

で
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
御
岳

小
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
主
宰
す
る
こ
の
品

評
会
で
は
、
地
域
の
方
々
に
協

力
を
い
た
だ
い
て
、
釜
炒
茶
16

点
、
蒸
し
茶
13
点
の
計
29
点

の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
審

査
に
は
、Ｊ
Ａ
上
益
城
の
職
員

が
あ
た
り
、
品
評
会
後
は
Ｐ

Ｔ
Ａ
で
販
売
、
売
り
上
げ
は

子
ど
も
た
ち
の
教
材
な
ど
に
使

わ
れ
ま
す
。

審
査
結
果
（
敬
称
略
）

釜
炒
り
茶

特
等
　
佐
藤
冨
士
雄
（
野
尻
）

蒸
し
茶

特
等
　
飯
開
政
俊
（
男
成
）

〃
　
　
飯
開
敏
憲
（
男
成
）

災害の怖さを知るために ー 蘇陽小　防災教室 ー

矢
部
広
域
病
院
か
ら
被
災
地
へ

　
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
。
そ

の
２
日
後
、
日
本
医
師
会
は
被
災
地
に
「
日
本

医
師
会
災
害
医
療
チ
ー
ム
」（
J
M
A
T
ジ
ェ

イ
マ
ッ
ト
）
を
派
遣
す
る
こ
と
を
決
め
、
各
都

道
府
県
の
医
師
会
へ
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

　
熊
本
県
の
災
害
拠
点
病
院
（
※
）
に
指
定
さ

れ
て
い
る
矢
部
広
域
病
院
に
も
熊
本
県
医
師
会

か
ら
派
遣
の
依
頼
が
あ
り
、
災
害
医
療
チ
ー
ム

（
医
師
1
人
、
看
護
師
2
人
、
事
務
職
員
1
人
）

が
、
宮
城
県
気
仙
沼
市
で
支
援
活
動
を
行
い
ま

し
た
。

　
矢
部
広
域
病
院
災
害
医
療
チ
ー
ム
は
当
院
外

科
部
長
の
坂
本
達
彦
医
師
、
山
内
恵
美
看
護
師
、

菅
映
理
子
看
護
師
、
事
務
を
担
当
し
た
德
臣
明

浩
さ
ん
の
４
名
。
６
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
の

３
日
間
、気
仙
沼
市
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
「
す

こ
や
か
」
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
ま
し
た
。
地

元
の
医
療
関
係
者
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
Ｊ
Ｒ

Ｓ（
気
仙
沼
巡
回
療
養
支
援
隊
）
と
連
携
を
取

り
な
が
ら
、
震
災
に
よ
り
通
院
が
で
き
な
く

な
っ
た
在
宅
患
者
を
訪
問
し
て
診
療
。
寝
た
き

り
の
患
者
が
、
停
電
で
電
気
式
の
エ
ア
マ
ッ
ト

が
使
え
な
く
な
っ
た
た
め
に
起
こ
し
た
床
ず
れ

の
治
療
な
ど
に
力
を
注
ぎ
ま
し
た
。

　「
震
災
か
ら
３
ヶ
月
た
っ
て
い
ま
し
た
が
、

震
災
時
を
思
い
出
さ
せ
な
い
よ
う
に
会
話
に
気

を
つ
け
ま
し
た
。
服
装
も
医
療
用
白
衣
で
は
な

く
、
で
き
る
限
り
普
段
着
に
近
い
も
の
を
着
て

訪
問
し
て
い
ま
し
た
。」
患
者
を
気
遣
い
な
が

ら
、
チ
ー
ム
全
員
で
診
療
活
動
に
当
た
り
ま
し

た
。

　
坂
本
医
師
は
「
私
た
ち
の
活
動
は
あ
く
ま
で

サ
ポ
ー
ト
。
は
や
く
地
元
で
の
医
療
活
動
が
復

旧
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。」
と
気
仙
沼

市
の
復
興
を
願
い
ま
す
。

　
加
え
て
坂
本
医
師
は
、「
今
回
の
被
害
の
甚

大
さ
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
当
院
の
災
害
拠

点
病
院
と
し
て
の
役
割
を
考
え
た
。
起
こ
り
う

る
災
害
の
種
類
は
違
う
が
、
常
に
備
え
を
怠
ら

な
い
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
る
。」
と
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

災
害
医
療
チ
ー
ム
を
派
遣

左から、山内さん、坂本さん、德臣さん、菅さん。
気仙沼市民健康管理センター「すこやか」の前にて。

※

災
害
拠
点
病
院…

県
内
や
近
県
で
災
害
が
発
生
し
、

通
常
の
医
療
体
制
で
は
被
災
者
に
対
す
る
適
切
な
医

療
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
た
場
合

に
、
熊
本
県
知
事
の
要
請
に
よ
り
傷
病
者
の
受
け
入

れ
や
医
療
救
護
班
の
派
遣
等
を
行
う
。
上
益
城
郡
で

は
矢
部
広
域
病
院
の
み
。

　
６
月
30
日
　
蘇
陽
小
学
校
で
全
校
児
童

78
名
が
参
加
し
、
防
災
教
室
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体

験
談
と
、
身
近
で
起
こ
っ
た
大
雨
災
害
に

つ
い
て
の
体
験
談
を
聞
く
こ
と
で
、
児
童

た
ち
に
災
害
の
恐
ろ
し
さ
と
と
も
に
、
い

ざ
と
い
う
と
き
の
行
動
に
つ
い
て
考
え
て

も
ら
お
う
と
い
う
も
の
で
、
今
回
初
め
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
師
は
、
蘇
陽
小
に
２
人
の
孫
が
通
う

山
邊
い
ち
子
さ
ん
。
絵
本
読
み
聞
か
せ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
毎
週
木
曜
日
に
学
校
を

訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
山
邊
さ
ん
は
、
大

火
砕
流
が
起
こ
っ
た
島
原
市
や
阪
神
大
震

災
な
ど
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
経
験
が
あ
る

山
本
峰
夫
さ
ん
（
南
阿
蘇
村
）
と
と
も
に
、

５
月
20
日
か
ら
10
日
間
、
宮
城
県
気
仙
沼

市
や
石
巻
市
、
女
川
町
で
支
援
活
動
を
行

い
ま
し
た
。
避
難
所
で
の
ラ
ー
メ
ン
炊
き

出
し
や
、
自
身
の
経
験
を
活
か
し
た
保
育

所
の
訪
問
、
自
宅
で
避
難
生
活
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
方
々
を
訪
問
し
て
ア
ク
リ

ル
製
た
わ
し
を
配
布
す
る
な
ど
積
極
的
に

活
動
。
最
終
日
に
は
石
巻
市
に
あ
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
、
被
災
地
で
活
躍

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
へ
ラ
ー
メ
ン

を
配
り
、と
て
も
感
謝
さ
れ
た
そ
う
で
す
。

　「
信
じ
ら
れ
な
い
光
景
ば
か
り
が
続
い

た
。
が
れ
き
の
山
に
、鼻
を
つ
く
に
お
い
。

そ
こ
に
行
か
な
い
と
わ
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
だ
っ
た
。」
山
邊
さ
ん
は
被
災
地
の

状
況
に
つ
い
て
写
真
を
見
せ
な
が
ら
説
明

し
ま
す
。

　「
現
地
で
活
動
す
る
若
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
を
多
く
見
た
。
蘇
陽
小
学
校
の

児
童
に
は
困
っ
た
人
が
い
た
ら
助
け
ら
れ

る
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
。」
と
被
災
地
で

の
体
験
で
感
じ
た
こ
と
を
熱
い
思
い
を
込

め
て
語
り
ま
し
た
。

　
も
う
一
人
の
講
師
は
、
学
校
の
安
全
指

導
員
を
務
め
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
転
手

と
し
て
児
童
み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
森
田

優
さ
ん
。
森
田
さ
ん
は
、
５
年
前
に
起
き

た
土
砂
崩
れ
で
、
一
人
が
死
亡
し
た
災
害

で
救
助
活
動
に
あ
た
っ
た
体
験
や
、
防
災

教
室
の
10
日
前
に
起
き
た
国
道
２
６
５
号

の
土
砂
崩
れ
に
つ
い
て
話
し
、「
雷
な
ど

の
危
険
な
サ
イ
ン
を
感
じ
た
ら
急
い
で
家

に
帰
ろ
う
」
と
、
普
段
か
ら
防
災
に
つ
い

て
意
識
す
る
よ
う
呼
び
か
け
ま
し
た
。

山邊いち子さん

森田優さん
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●採用予定人数
　・消防職…２名程度

●受験資格
　・消防職…昭和６２年４月２日から平成６年４

月１日までに生まれた方

●試験日時および場所
　・第１次試験…９月１８日（日）午前８時３０分

集合

御船高等学校（御船町辺田見）

　・第２次試験…１１月上旬頃（※第１次試験合格

者に通知します）

●申込受付期間
　７月２５日（月）～８月１２日（金）

　※午前８時３０分～午後５時１５分

　※土・日曜日を除きます

　※郵送の場合は８月１２日（金）の消印まで有

効です

●受験願書設置場所
　上益城消防署（御船町）

   山都消防署

●お申し込み・お問い合わせ先
〒861－3206  御船町大字辺田見406－1

電話０９６－２８２－１９５５

上益城消防組合消防職員  採用試験のお知らせ

上益城消防組合　消防本部総務課

▼職種および採用予定人員
　▽一般事務…２人程度　　▽調理員…１人程度
　▽保育士……１人程度　　▽看護師…２人程度
▼受験資格
　▽一般事務
　　高卒程度、昭和５９年４月２日から平成６年４
月１日までに生まれた方

　▽調理員
　　高卒程度、昭和５６年４月２日から平成６年４
月１日までに生まれた方

　▽保育士　昭和５６年４月２日から平成４年４
月１日までに生まれた方

　▽看護師　昭和５１年４月２日から平成４年４月
１日までに生まれた方

　＊保育士・看護師については、その資格があるこ
と、又はその資格を取得見込みのであること

が条件となります。

▼試験日（第１次試験）…９月１８日（日）
▼試験会場
　御船高等学校（御船町辺田見）
▼受付期間
　７月２５日～８月１２日（土・日曜日を除く）
　午前８時３０分～午後５時１５分
　郵送の場合は、８月１２日（金）までの消印有効
　受験希望者は、申込用紙に必要事項を記入し、
持参または郵送してください。
　インターネット（電子申請）による申込みもでき
ますので、利用される方は、山都町のホームページ
にアクセスして必要な手続きを行ってください。
※申込用紙は山都町役場総務課、各総合支所総務
住民課において交付を受けるか又はインターネット
からダウンロードしてください。

●問い合わせ先

山都町職員 募集 山都町職員採用試験を実施します。

山都町役場　白糸事務所総務課人事給与係(電話７２-１２８１）

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

ｊ
o
b 

n
a
v
i

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
１

　
大
学
（
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
・
専

修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
の
就
職
未
内
定
の
方
及

び
卒
業
後
概
ね
３
年
以
内
の
方
と
県
内
企
業
と
の

合
同
面
接
会
「
ｊ
o
b 

n
a
v
i
　
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
１
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

　
９
月
14
日
（
水
）

①
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
　
午
前
11
時
〜
午
後

０
時
30
分
（
受
付
10
時
30
分
〜
）

②
j
o
b 

n
a
v
i
　
学
生
等
就
職
面
接
会

　
午
後
０
時
45
分
〜
午
後
４
時

　
求
人
者
受
付
　
正
午
〜

　
求
職
者
受
付
　
午
後
０
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
▼
場
所

　
興
南
会
館
（
熊
本
市
本
山
町
）

▼
参
加
企
業

①
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
　
４
〜
５
社
（
予
定
）

②
学
生
等
就
職
面
接
会
　
50
社
（
予
定
）

　（
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
先

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城
、
申
込
期
限
は
８
月

５
日
）

▼
参
加
対
象
者

　
　
大
学
（
院
）・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
の
就
職
未
内
定
の

方
及
び
卒
業
後
概
ね
３
年
以
内
の
方
（
高
校
卒

業
予
定
者
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
）（
事
前
の
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
　
職
業
安
定
部
　
職
業
安
定
課

（
０
９
６
―
２
１
１
―
１
７
０
３
）

熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会

（
０
９
６
―
３
８
２
―
５
４
４
５
）

学
生
等
就
職
面
接
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

火伏地蔵祭火伏地蔵祭

山都町３大祭りの第１弾、火伏地蔵祭が今年も
盛大に開催されます。日用品を使った造り物や
地蔵みこしが、馬見原商店街を練り歩きます。

場所　馬見原商店街

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

〜
予
防
と
対
策
〜

　
気
象
庁
の
3
ヶ
月
予
報
に
よ
る
と
、
今
年
の
平
均
気

温
は
平
年
並
み
か
平
年
よ
り
高
い
と
の
予
報
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
熱
中
症
は
こ
の
７
〜
８
月
の
蒸
し
暑
い
日
に
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

　
こ
の
時
期
に
は
、
農
作
業
な
ど
暑
い
屋
外
で
活
動
し

て
い
る
時
だ
け
で
な
く
、
室
内
で
も
熱
中
症
を
発
症
し

て
救
急
搬
送
さ
れ
る
事
例
も
起
き
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
点
に
注
意
し
、

自
分
は
も
ち
ろ
ん
、
周
囲
の
人
に
も
予
防
を
呼
び
か
け

あ
っ
て
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

農
作
業
な
ど
屋
外
で
活
動
す
る
と
き

①
日
中
の
気
温
の
高
い
時
間
帯
を
外
し
て
作
業
を
行
な

う
と
と
も
に
、
休
憩
を
こ
ま
め
に
と
り
、
作
業
時
間

を
短
く
す
る
な
ど
作
業
時
間
の
工
夫
を
行
な
っ
て
く

だ
さ
い
。

　
水
分
を
こ
ま
め
に
摂
取
し
、
汗
で
失
わ
れ
た
水
分
を

十
分
に
補
給
し
て
く
だ
さ
い
。
気
温
が
高
く
な
り
や

す
い
ハ
ウ
ス
な
ど
施
設
内
で
の
作
業
中
に
は
特
に
注

意
が
必
要
で
す
。

②
帽
子
の
着
用
や
汗
を
発
散
し
や
す
い
服
装
に
し
ま

し
ょ
う
。
作
業
場
所
に
は
日
除
け
を
設
け
る
な
ど
で

き
る
だ
け
日
陰
で
作
業
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

室
内
の
場
合
は
・
・
・

　
室
内
で
は
遮
光
や
断
熱
材
な
ど
に
よ
り
、
室
内
の
温

度
が
著
し
く
上
が
ら
な
い
よ
う
し
ま
し
ょ
う
。
風
通
し

を
良
く
し
、
室
内
の
換
気
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

屋
外
と
同
じ
よ
う
に
こ
ま
め
な
水
分
補
給
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

　
気
温
が
高
い
日
は
、
決
し
て
無
理
を
せ
ず
、
扇
風
機

や
エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
使
っ
て
室
温
を
調
整
し
ま
し
ょ

う
。

※
高
齢
者
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
高
齢
者
（
６
５
歳
以

上
）
で
す
。
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感

覚
や
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
整
機
能
が
低
下
し
て
い
ま

す
。
の
ど
の
乾
き
を
感
じ
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水

分
を
補
給
し
た
り
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
温

度
調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
予
防
に
は

「
水
分
補
給
」
と
「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
は
・
・
・

１
．
す
ず
し
い
場
所
に
避
難
さ
せ
る

２
．
衣
服
を
脱
が
せ
、
身
体
を
冷
や
す

３
．
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る
。

※
自
力
で
水
を
飲
め
な
い
、
意
識
が
な
い
場
合
は
、
直

ち
に
救
急
隊
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

議
会
事
務
局
長
　
田
上
博
之
（
健
康
福
祉
課
長
）

健
康
福
祉
課
長
　
栁
井
寿
幸
（
健
康
福
祉
課
審
議
員
）

清
和
総
合
支
所
総
務
住
民
課
　
佐
藤
智
宏（

農
林
振
興
課
）

人
事
異
動
７
月
１
日
付
で
人
事
異
動
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
。（
　
）
内
旧
所
属

　【
退
　
職
】　
　
6
月
30
日
付

議
会
事
務
局
長
　
上
村
原
史

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

８月
20日（土）・21日（日）
８月
20日（土）・21日（日）
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●採用予定人数
　・消防職…２名程度

●受験資格
　・消防職…昭和６２年４月２日から平成６年４

月１日までに生まれた方

●試験日時および場所
　・第１次試験…９月１８日（日）午前８時３０分

集合

御船高等学校（御船町辺田見）

　・第２次試験…１１月上旬頃（※第１次試験合格

者に通知します）

●申込受付期間
　７月２５日（月）～８月１２日（金）

　※午前８時３０分～午後５時１５分

　※土・日曜日を除きます

　※郵送の場合は８月１２日（金）の消印まで有

効です

●受験願書設置場所
　上益城消防署（御船町）

   山都消防署

●お申し込み・お問い合わせ先
〒861－3206  御船町大字辺田見406－1

電話０９６－２８２－１９５５

上益城消防組合消防職員  採用試験のお知らせ

上益城消防組合　消防本部総務課

▼職種および採用予定人員
　▽一般事務…２人程度　　▽調理員…１人程度
　▽保育士……１人程度　　▽看護師…２人程度
▼受験資格
　▽一般事務
　　高卒程度、昭和５９年４月２日から平成６年４
月１日までに生まれた方

　▽調理員
　　高卒程度、昭和５６年４月２日から平成６年４
月１日までに生まれた方

　▽保育士　昭和５６年４月２日から平成４年４
月１日までに生まれた方

　▽看護師　昭和５１年４月２日から平成４年４月
１日までに生まれた方

　＊保育士・看護師については、その資格があるこ
と、又はその資格を取得見込みのであること

が条件となります。

▼試験日（第１次試験）…９月１８日（日）
▼試験会場
　御船高等学校（御船町辺田見）
▼受付期間
　７月２５日～８月１２日（土・日曜日を除く）
　午前８時３０分～午後５時１５分
　郵送の場合は、８月１２日（金）までの消印有効
　受験希望者は、申込用紙に必要事項を記入し、
持参または郵送してください。
　インターネット（電子申請）による申込みもでき
ますので、利用される方は、山都町のホームページ
にアクセスして必要な手続きを行ってください。
※申込用紙は山都町役場総務課、各総合支所総務
住民課において交付を受けるか又はインターネット
からダウンロードしてください。

●問い合わせ先

山都町職員 募集 山都町職員採用試験を実施します。

山都町役場　白糸事務所総務課人事給与係(電話７２-１２８１）

あ
な
た
の
力
が
必
要
で
す
。

ｊ
o
b 

n
a
v
i

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
１

　
大
学
（
院
）、
短
期
大
学
、
高
等
専
門
学
校
・
専

修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
の
就
職
未
内
定
の
方
及

び
卒
業
後
概
ね
３
年
以
内
の
方
と
県
内
企
業
と
の

合
同
面
接
会
「
ｊ
o
b 

n
a
v
i
　
ジ
ョ
ブ
カ

フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
２
０
１
１
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

▼
日
時

　
９
月
14
日
（
水
）

①
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
　
午
前
11
時
〜
午
後

０
時
30
分
（
受
付
10
時
30
分
〜
）

②
j
o
b 

n
a
v
i
　
学
生
等
就
職
面
接
会

　
午
後
０
時
45
分
〜
午
後
４
時

　
求
人
者
受
付
　
正
午
〜

　
求
職
者
受
付
　
午
後
０
時
30
分
〜
午
後
３
時
30

分
▼
場
所

　
興
南
会
館
（
熊
本
市
本
山
町
）

▼
参
加
企
業

①
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
イ
ベ
ン
ト
　
４
〜
５
社
（
予
定
）

②
学
生
等
就
職
面
接
会
　
50
社
（
予
定
）

　（
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。
申
し
込
み
先

は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
上
益
城
、
申
込
期
限
は
８
月

５
日
）

▼
参
加
対
象
者

　
　
大
学
（
院
）・
短
期
大
学
・
高
等
専
門
学
校
・

専
修
学
校
を
来
春
卒
業
予
定
の
就
職
未
内
定
の

方
及
び
卒
業
後
概
ね
３
年
以
内
の
方
（
高
校
卒

業
予
定
者
は
対
象
と
し
ま
せ
ん
）（
事
前
の
申
し

込
み
は
不
要
で
す
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

熊
本
労
働
局
　
職
業
安
定
部
　
職
業
安
定
課

（
０
９
６
―
２
１
１
―
１
７
０
３
）

熊
本
県
雇
用
環
境
整
備
協
会

（
０
９
６
―
３
８
２
―
５
４
４
５
）

学
生
等
就
職
面
接
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

火伏地蔵祭火伏地蔵祭

山都町３大祭りの第１弾、火伏地蔵祭が今年も
盛大に開催されます。日用品を使った造り物や
地蔵みこしが、馬見原商店街を練り歩きます。

場所　馬見原商店街

熱
中
症
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

〜
予
防
と
対
策
〜

　
気
象
庁
の
3
ヶ
月
予
報
に
よ
る
と
、
今
年
の
平
均
気

温
は
平
年
並
み
か
平
年
よ
り
高
い
と
の
予
報
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
熱
中
症
は
こ
の
７
〜
８
月
の
蒸
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。
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。
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農
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活
動
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①
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帯
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憩
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だ
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。
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摂
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高
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。

②
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。
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は
・
・
・

　
室
内
で
は
遮
光
や
断
熱
材
な
ど
に
よ
り
、
室
内
の
温

度
が
著
し
く
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が
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な
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う
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し
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。
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し
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し
ょ
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。
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決
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無
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を
せ
ず
、
扇
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や
エ
ア
コ
ン
を
上
手
に
使
っ
て
室
温
を
調
整
し
ま
し
ょ

う
。

※
高
齢
者
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　
熱
中
症
患
者
の
お
よ
そ
半
数
は
高
齢
者
（
６
５
歳
以

上
）
で
す
。
高
齢
者
は
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対
す
る
感

覚
や
暑
さ
に
対
す
る
体
の
調
整
機
能
が
低
下
し
て
い
ま

す
。
の
ど
の
乾
き
を
感
じ
て
い
な
く
て
も
こ
ま
め
に
水

分
を
補
給
し
た
り
、
扇
風
機
や
エ
ア
コ
ン
を
使
っ
て
温

度
調
節
を
し
ま
し
ょ
う
。

熱
中
症
の
予
防
に
は

「
水
分
補
給
」
と
「
暑
さ
を
避
け
る
こ
と
」

熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
は
・
・
・

１
．
す
ず
し
い
場
所
に
避
難
さ
せ
る

２
．
衣
服
を
脱
が
せ
、
身
体
を
冷
や
す

３
．
水
分
・
塩
分
を
補
給
す
る
。

※
自
力
で
水
を
飲
め
な
い
、
意
識
が
な
い
場
合
は
、
直

ち
に
救
急
隊
を
要
請
し
ま
し
ょ
う
。

議
会
事
務
局
長
　
田
上
博
之
（
健
康
福
祉
課
長
）

健
康
福
祉
課
長
　
栁
井
寿
幸
（
健
康
福
祉
課
審
議
員
）

清
和
総
合
支
所
総
務
住
民
課
　
佐
藤
智
宏（

農
林
振
興
課
）

人
事
異
動
７
月
１
日
付
で
人
事
異
動
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
。（
　
）
内
旧
所
属

　【
退
　
職
】　
　
6
月
30
日
付

議
会
事
務
局
長
　
上
村
原
史

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

８月
20日（土）・21日（日）
８月
20日（土）・21日（日）
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1歳児
健診

7ヶ月
健診

4ヶ月
健診

すくすく育て
乳 幼 児 健 診

※保護者のご承諾をいただいた赤ちゃんを、
　撮影・掲載しています。

平成２３年６月１７日＝千寿苑　平成２３年６月２４日＝清和保健センター

いっしょうけんめい楽しみました！いっしょうけんめい楽しみました！

　
６
月
18
日
、
第
34
回
へ
き
地
保
育
所
合
同

運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
会
場
と
な
っ
た
中
央

体
育
館
に
、
島
木
・
御
所
・
小
峰
の
３
つ
の

へ
き
地
保
育
所
の
27
人
の
園
児
が
集
合
、
一

日
中
、
明
る
く
元
気
な
声
が
館
内
に
響
き
ま

し
た
。

　
開
会
式
で
、
各
園
の
年
長
さ
ん
７
名
が

「
い
っ
し
ょ
う
け
ん
め
い
楽
し
み
ま
す
！
」
と

大
き
な
声
で
宣
誓
し
競
技
が
始
ま
り
ま
し
た
。

か
け
っ
こ
や
技
巧
走
、
園
児
全
員
で
の
に
ん

じ
ん
ダ
ン
ス
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
と
の
大
玉
転
が
し
な
ど
の
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
ひ
と
き
わ
激
し
い
闘

い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
イ
ス
と
り
ゲ
ー
ム
で

は
、
小
峰
保
育
所
の
緒
方
け
い
た
ろ
う
君
が

最
後
の
イ
ス
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
園
児
た

ち
は
最
初
か
ら
最
後
ま
で
か
わ
い
い
姿
を
振

り
ま
い
て
、
会
場
に
訪
れ
た
保
護
者
の
方
々

に
、
園
で
の
成
長
ぶ
り
を
見
せ
つ
け
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
合
同
運
動
会
、
来
年
３
月
に
島
木
へ

き
地
保
育
所
が
閉
所
と
な
る
た
め
、
３
保
育

所
で
の
開
催
は
今
回
で
最
後
と
な
り
ま
す
。

～へき地保育所　合同運動会～

年長さん７名ではじめのことば

イ
ス
と
り
ゲ
ー
ム
は
け
い
た
ろ
う
く
ん
の
勝
ち

おばあちゃんと大玉ころがし

おかあさんが気になってまっすぐ走れません

にんじんチャチャチャダンス玉入れに勝って大喜び
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季
節
の
う
た

季
節
の
う
た

書 

道

8月の当番医

〔平成２３年６月３０日現在〕

山都町の人口

編 集 後 記

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権
77和

光
教
室
書
道
部
の
宮
谷
文
子
さ
ん
（
鶴
ヶ
田
）
作

8月 7 日

8月14日

8月21日

8月28日

高田整形外科

坂本クリニック

伴 病 院

野 田 医 院

男
女
計
世帯

８，６４３人
９，２６１人
１７，９０４人
６，７４９戸

（－１７）
（－１４）
（－３１）
（－ ６）

※（　）は前月比
※最高齢は１０５歳〔女性１人〕
※１月１日～６月３０日の出生届数
　５３人（うち６月は７人）
※１月１日～６月３０日の死亡届数
　１４２人（うち６月は２０人）

▼
通
潤
句
会

か
な
か
な
に
背
中
押
さ
れ
て
朝
仕
事
　
　
　
　  

広
津
ま
ち
子

風
鈴
の
音
に
迎
へ
ら
れ
無
人
駅
　
　
　
　
　
　  

菊
池
　
幸
子

▼
清
和
短
歌
会

拙
き
は
つ
た
な
き
な
が
ら
の
吾
が
短
歌
い
そ
し
み
綴
る
あ
り

し
命
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

藤
島
　
み
つ

寄
り
添
っ
て
短
歌
の
会
に
歩
を
運
ぶ
二
人
の
老
い
の
微
笑
ま

し
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　                      

梅
田
　
市
子

庭
先
に
明
る
き
ポ
ピ
ー
の
花
を
植
ゑ
ひ
っ
そ
り
と
住
む
家
を

訪
ね
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　                      

増
田
　
信
治

▼
馬
見
原
酔
山
会

ね
じ
花
に
背
中
伸
ば
せ
と
教
へ
ら
れ
　
　
　
　  

岩
永
　
周
子

屋
根
を
打
つ
音
は
水
無
月
コ
ン
サ
ー
ト            

渡
辺
　
勝
子

不
如
帰
思
ひ
の
た
け
を
月
に
向
け                   

岩
永
　
　
博

▼
や
ま
な
み
の
会

五
月
晴
家
族
と
な
り
し
鶏
十
羽                      

草
樹
　
　
萌

田
水
張
り
戻
る
夕
べ
の
初
蛙                         

佐
野
　
清
江

番
犬
を
た
よ
り
に
山
女
飼
ふ
一
家                   

水
野
　
信
子

水
仙
の
花
一
刻
に
並
び
咲
き
朝
陽
を
浴
び
て
道
辺
彩
る
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                          

飯
星
セ
チ
子

原
っ
ぱ
に
次
つ
ぎ
と
出
る
ぜ
ん
ま
い
に
負
け
じ
と
わ
ら
び
背

伸
び
し
て
い
る
　
　
　
　
　
　                      

木
下
ス
エ
オ

野
や
山
の
恵
み
の
雨
に
若
葉
伸
び
そ
よ
風
の
中
初
夏
の
潤
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                      

田
代
　
エ
ミ

（電話72-1007）

（電話72-0210）

（電話72-0029）

（電話72-0307）

　
先
月
号
で
、「
５
・
23
差
別
を
な
く
す
山
都
地
区

集
会
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
大
人
の
参
加

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
こ
た
え
て
も
ら
う
、
初
の
試
み

を
行
い
、
約
１
０
０
名
の
方
々
か
ら
、
と
て
も
大
事

な
感
想
や
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
て
を
紹
介

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　「
差
別
と
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
無
く
な
ら
な
い

事
に
、
自
分
の
無
力
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す…

。

今
回
、
小
さ
い
う
ち
か
ら
知
っ
て
お
く
と
言
う
の
も

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し

て
い
く
に
は
、
長
い
時
間
、
た
く
さ
ん
の
人
達
と
の

か
か
わ
り
や
努
力
で
出
来
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
考
え
、
意
見
を
周
り
を
気
に
せ
ず
に
伝
え
て

い
け
る
環
境
を
、
私
た
ち
が
作
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
、

そ
ん
な
風
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。」【
20
代
・
女

性
】

　「
差
別
は
被
差
別
部
落
だ
け
に
向
け
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
中

に
起
こ
り
え
る
も
の
で
す
。
人
は
誰
で
も
弱
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
皆
で
思
い
や
り
を
も
っ
て
、
弱
い
立
場

に
あ
る
人
を
支
え
合
う
心
を
持
つ
子
ど
も
達
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
達
に
（
大
人
も
含

め
）
こ
の
会
で
、
差
別
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
与

え
る
意
味
は
深
い
と
思
い
ま
す
。」【
40
代
・
女
性
】

　「
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す

と
い
う
方
向
性
や
活
動
に
連
帯
し
ま
す
。
発
表
し
て

い
く
子
ど
も
達
の
姿
に
差
別
を
な
く
す
具
体
的
な
反

差
別
の
生
き
方
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
し
、ま
た
、

今
後
の
自
ら
の
学
習
へ
の
意
欲
、
実
践
へ
の
意
欲
も

も
て
ま
し
た
。同
和
教
育
運
動
や
部
落
解
放
運
動
は
、

私
の
生
き
方
に
か
け
が
え
の
な
い
熱
と
光
を
も
た
ら

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
学
び
、
動
き
を
続
け

て
い
き
ま
す
。ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。」【
40
代
・
男
性
】

　「
こ
の
山
都
町
で
信
じ
ら
れ
な
い
町
議
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
何
と
い
う
こ
と
だ
と
い
か
り
を
持
ち

ま
し
た
が
、逆
に
こ
の
発
言
が
「
差
別
は
あ
る
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
町
民
が
本
当
の
こ
と
を
知
り
、
自
分
か
ら
差
別
を

な
く
す
意
識
、
行
動
へ
と
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
更
に
感
じ
ま
し
た
。」【
40
代
・
女
性
】

　「
２
回
目
で
す
が
、
本
日
新
し
く
学
ん
だ
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
同
和
保
育
所
の
子
ど
も
た

ち
の
作
文
、
小
・
中
学
生
の
発
表
を
き
い
て
「
う
ま

れ
な
が
ら
に
差
別
心
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は

絶
対
に
な
い
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
正
し
く
学

ぶ
こ
と
で
正
し
い
認
識
・
人
権
感
覚
が
身
に
つ
く
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
は
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え

る
前
に
、
ま
ず
自
分
自
身
は
ど
う
か
、
再
度
見
つ
め

な
お
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
今
年
も

参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。」【
30
代
・
男
性
】

　「
開
拓
団
の
実
情
を
こ
の
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て

知
り
、
差
別
や
戦
争
と
い
う
も
の
の
残
酷
さ
を
改
め

て
思
い
ま
し
た
。
死
ぬ
ほ
ど
苦
し
い
思
い
を
し
な
が

ら
生
き
て
い
る
人
達
に
心
を
寄
せ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
く
し
く
も
今
、
原
発
の
事
で
差
別
を
う

け
た
り
風
評
被
害
に
苦
し
ん
で
い
る
人
達
が
た
く
さ

ん
い
る
の
で
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。」【
50
代
・
女
性
】

　「
社
会
人
と
な
り
、
久
々
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
と
比
べ
、
大
人
に
な
り
参
加
し
て
差
別

に
対
し
て
の
考
え
方
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
心
、

人
と
人
は
平
等
で
あ
り
、
誰
一
人
差
別
さ
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
強
く
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
気
持
ち
を
ず
っ
と
も
ち
続

け
て
行
動
で
表
し
た
い
と
改
め
て
思
う
集
会
と
な
り

ま
し
た
。」【
20
代
・
女
性
】

　「
毎
年
、
集
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も

達
は
真
っ
白
な
心
な
の
に
、
差
別
の
心
に
そ
め
て
い

く
の
は
大
人
で
す
。
と
て
も
残
念
で
す
。
集
会
に
参

加
し
た
、
こ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
輪
が
、
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
私
の
心
も
さ

わ
や
か
で
す
。」【
60
代
・
女
性
】

　「
子
ど
も
達
の
発
表
で
、
リ
ボ
ン
登
校
の
意
味
や

同
和
保
育
園
へ
の
思
い
、
差
別
の
歴
史
か
ら
同
和
問

題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
発
表
す

る
子
ど
も
た
ち
の
発
表
に
、
差
別
と
向
き
合
い
、
立

ち
向
か
っ
て
い
く
力
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。」【
50
代
・

女
性
】

　「
狭
山
事
件
の
県
民
集
会
の
想
い
を
受
け
継
ぐ
集

会
が
こ
こ
山
都
町
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
く

思
い
ま
す
し
、
改
め
て
、
自
分
を
大
切
に
生
き
る
、

命
を
大
切
に
す
る
、
人
生
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。
次

元
の
高
い
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
、
自
分
も
鍛
え
て

い
き
た
い
で
す
。」【
30
代
・
女
性
】

　「
初
め
て
こ
の
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
集

会
は
「
５
・
23
狭
山
県
民
集
会
」
の
想
い
を
受
け
継

ぐ
集
会
と
、
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
大
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
保
育
園
児

か
ら
中
学
生
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
こ
と
で
、
狭
山
事

件
の
姿
、
人
権
と
は
何
か
、
差
別
と
は
何
か
を
考
え

る
良
い
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
中
学
生

が
ス
テ
ー
ジ
で
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。
私
は
そ
の

中
で
も
解
放
子
ど
も
会
中
学
部
の
、
山
都
町
議
会
に

お
け
る
差
別
発
言
に
対
す
る
作
文
が
一
番
印
象
に
残

り
ま
し
た
。」【
40
代
・
男
性
】

　「
来
民
開
拓
団
を
満
州
へ
送
り
こ
ん
だ
思
想
と
、

「
部
落
が
な
く
な
れ
ば
差
別
は
な
く
な
る
」
と
い
う

思
想
は
、全
く
同
じ
だ
と
思
っ
た
。「
何
が
正
し
い
か
、

自
分
の
頭
で
考
え
る
」
こ
と
が
大
切
。
真
実
を
伝
え

る
こ
と
が
、
私
た
ち
大
人
の
使
命
だ
と
感
じ
た
。
解

放
子
ど
も
会
の
決
意
表
明―

共
に
差
別
を
な
く
す
た

め
に
、
一
緒
に
行
動
し
た
い
と
思
っ
た
。
こ
の
場
に

立
つ
こ
と
は
、
部
落
出
身
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、

部
落
外
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
立
場
宣
言
に
つ
な

が
る
。
揺
れ
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
の
気
持

ち
に
寄
り
添
え
る
自
分
で
あ
り
た
い
と
思
う
。」【
40

代
・
男
性
】

　「
子
ど
も
た
ち
の
発
表
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
自

身
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他

の
人
の
思
い
を
き
き
、
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
自
分

自
身
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
何
が
正
し
い
の
か
、
ほ
ん
と
う
の
こ
と
を
自

分
の
目
で
確
か
め
、
行
動
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。」【
30
代
・
女
性
】

　
こ
の
集
会
は
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
い
じ
め
や

仲
間
は
ず
し
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
り
な

が
ら
、
大
人
も
と
も
に
学
び
遭
う
場
で
す
。
来
年
も

５
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の

権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

北原白秋祭　献詩募集
　国民的詩人として親しまれた、詩聖
北原白秋の偉大な業績と威徳を偲ぶ
白秋祭。１１月２日に行われる白秋祭
で献げる詩を募集しています。

○形式
　自由詩（字数・内容など制限はあ
りません。ただし未発表の自作品に
限ります。）
　Ｂ４版400字詰原稿用紙を使用
してください。応募点数は一人２点
までです。
○応募部門
　・小学生の部　・中学生の部

　・高校生・一般の部
○募集期間
　８月１日（月）～９月９日（金）必着

問い合わせ先
　柳川市教育委員会学校教育課
　教務係
〒８３２―８５５５
福岡県柳川市三橋町正行４３１番地
電話０９４４―７３―８１１１
Ｅmail:gakko@city.yanagawa.lg.jp
http://www.city.yanagawa.fukuoka
.jp/

　ブルーベリーは、春・夏・秋と違う面を見
せます。種類の違いはありますが、春は白く
可憐な花を咲かせ、夏は青い果実をたわわ
につけます。そして、秋には葉が赤く色づき、
見事な紅葉を見せてくれるのだとか。その移
り変わりを楽しみに植えられる方もいるそうで
す。
　片倉農園でいただいた摘みたての実は驚き
のおいしさ。水道町スウィーツ７つのうち２つ
をいただきましたが、そのうまさにさらに驚き。
残り５つを自分へのごほうびとするため、苦し
い編集作業に立ち向かった７月でした。（Ｆ）
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季
節
の
う
た

季
節
の
う
た

書 

道

8月の当番医

〔平成２３年６月３０日現在〕

山都町の人口

編 集 後 記

わ
た
し
た
ち
の
人
権

わ
た
し
た
ち
の
人
権
77和

光
教
室
書
道
部
の
宮
谷
文
子
さ
ん
（
鶴
ヶ
田
）
作

8月 7 日

8月14日

8月21日

8月28日

高田整形外科

坂本クリニック

伴 病 院

野 田 医 院

男
女
計
世帯

８，６４３人
９，２６１人
１７，９０４人
６，７４９戸

（－１７）
（－１４）
（－３１）
（－ ６）

※（　）は前月比
※最高齢は１０５歳〔女性１人〕
※１月１日～６月３０日の出生届数
　５３人（うち６月は７人）
※１月１日～６月３０日の死亡届数
　１４２人（うち６月は２０人）

▼
通
潤
句
会

か
な
か
な
に
背
中
押
さ
れ
て
朝
仕
事
　
　
　
　  

広
津
ま
ち
子

風
鈴
の
音
に
迎
へ
ら
れ
無
人
駅
　
　
　
　
　
　  

菊
池
　
幸
子

▼
清
和
短
歌
会

拙
き
は
つ
た
な
き
な
が
ら
の
吾
が
短
歌
い
そ
し
み
綴
る
あ
り

し
命
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

藤
島
　
み
つ

寄
り
添
っ
て
短
歌
の
会
に
歩
を
運
ぶ
二
人
の
老
い
の
微
笑
ま

し
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　                      

梅
田
　
市
子

庭
先
に
明
る
き
ポ
ピ
ー
の
花
を
植
ゑ
ひ
っ
そ
り
と
住
む
家
を

訪
ね
来
　
　
　
　
　
　
　
　
　                      

増
田
　
信
治

▼
馬
見
原
酔
山
会

ね
じ
花
に
背
中
伸
ば
せ
と
教
へ
ら
れ
　
　
　
　  

岩
永
　
周
子

屋
根
を
打
つ
音
は
水
無
月
コ
ン
サ
ー
ト            

渡
辺
　
勝
子

不
如
帰
思
ひ
の
た
け
を
月
に
向
け                   

岩
永
　
　
博

▼
や
ま
な
み
の
会

五
月
晴
家
族
と
な
り
し
鶏
十
羽                      
草
樹
　
　
萌

田
水
張
り
戻
る
夕
べ
の
初
蛙                         
佐
野
　
清
江

番
犬
を
た
よ
り
に
山
女
飼
ふ
一
家                   
水
野
　
信
子

水
仙
の
花
一
刻
に
並
び
咲
き
朝
陽
を
浴
び
て
道
辺
彩
る
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                          

飯
星
セ
チ
子

原
っ
ぱ
に
次
つ
ぎ
と
出
る
ぜ
ん
ま
い
に
負
け
じ
と
わ
ら
び
背

伸
び
し
て
い
る
　
　
　
　
　
　                      

木
下
ス
エ
オ

野
や
山
の
恵
み
の
雨
に
若
葉
伸
び
そ
よ
風
の
中
初
夏
の
潤
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　                      

田
代
　
エ
ミ

（電話72-1007）

（電話72-0210）

（電話72-0029）

（電話72-0307）

　
先
月
号
で
、「
５
・
23
差
別
を
な
く
す
山
都
地
区

集
会
」
を
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
大
人
の
参
加

者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
に
こ
た
え
て
も
ら
う
、
初
の
試
み

を
行
い
、
約
１
０
０
名
の
方
々
か
ら
、
と
て
も
大
事

な
感
想
や
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
全
て
を
紹
介

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
一
部
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

　「
差
別
と
は
い
つ
ま
で
た
っ
て
も
無
く
な
ら
な
い

事
に
、
自
分
の
無
力
さ
を
感
じ
て
し
ま
い
ま
す…

。

今
回
、
小
さ
い
う
ち
か
ら
知
っ
て
お
く
と
言
う
の
も

必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し

て
い
く
に
は
、
長
い
時
間
、
た
く
さ
ん
の
人
達
と
の

か
か
わ
り
や
努
力
で
出
来
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
考
え
、
意
見
を
周
り
を
気
に
せ
ず
に
伝
え
て

い
け
る
環
境
を
、
私
た
ち
が
作
っ
て
あ
げ
ら
れ
る
、

そ
ん
な
風
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す
。」【
20
代
・
女

性
】

　「
差
別
は
被
差
別
部
落
だ
け
に
向
け
ら
れ
る
も
の

で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
中
で
あ
ら
ゆ
る
状
況
の
中

に
起
こ
り
え
る
も
の
で
す
。
人
は
誰
で
も
弱
い
と
こ

ろ
が
あ
り
、
皆
で
思
い
や
り
を
も
っ
て
、
弱
い
立
場

に
あ
る
人
を
支
え
合
う
心
を
持
つ
子
ど
も
達
に
な
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
達
に
（
大
人
も
含

め
）
こ
の
会
で
、
差
別
に
つ
い
て
考
え
る
時
間
を
与

え
る
意
味
は
深
い
と
思
い
ま
す
。」【
40
代
・
女
性
】

　「
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
す

と
い
う
方
向
性
や
活
動
に
連
帯
し
ま
す
。
発
表
し
て

い
く
子
ど
も
達
の
姿
に
差
別
を
な
く
す
具
体
的
な
反

差
別
の
生
き
方
を
イ
メ
ー
ジ
で
き
ま
し
た
し
、ま
た
、

今
後
の
自
ら
の
学
習
へ
の
意
欲
、
実
践
へ
の
意
欲
も

も
て
ま
し
た
。同
和
教
育
運
動
や
部
落
解
放
運
動
は
、

私
の
生
き
方
に
か
け
が
え
の
な
い
熱
と
光
を
も
た
ら

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
学
び
、
動
き
を
続
け

て
い
き
ま
す
。ご
く
ろ
う
さ
ま
で
す
。」【
40
代
・
男
性
】

　「
こ
の
山
都
町
で
信
じ
ら
れ
な
い
町
議
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
何
と
い
う
こ
と
だ
と
い
か
り
を
持
ち

ま
し
た
が
、逆
に
こ
の
発
言
が
「
差
別
は
あ
る
ん
だ
」

と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
と
思
い
ま
す
。
だ
か

ら
町
民
が
本
当
の
こ
と
を
知
り
、
自
分
か
ら
差
別
を

な
く
す
意
識
、
行
動
へ
と
進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
、
更
に
感
じ
ま
し
た
。」【
40
代
・
女
性
】

　「
２
回
目
で
す
が
、
本
日
新
し
く
学
ん
だ
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
同
和
保
育
所
の
子
ど
も
た

ち
の
作
文
、
小
・
中
学
生
の
発
表
を
き
い
て
「
う
ま

れ
な
が
ら
に
差
別
心
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
の
は

絶
対
に
な
い
と
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
正
し
く
学

ぶ
こ
と
で
正
し
い
認
識
・
人
権
感
覚
が
身
に
つ
く
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
は
、
子
ど
も
た
ち
に
教
え

る
前
に
、
ま
ず
自
分
自
身
は
ど
う
か
、
再
度
見
つ
め

な
お
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
し
た
。
今
年
も

参
加
し
て
本
当
に
よ
か
っ
た
で
す
。」【
30
代
・
男
性
】

　「
開
拓
団
の
実
情
を
こ
の
年
に
な
っ
て
は
じ
め
て

知
り
、
差
別
や
戦
争
と
い
う
も
の
の
残
酷
さ
を
改
め

て
思
い
ま
し
た
。
死
ぬ
ほ
ど
苦
し
い
思
い
を
し
な
が

ら
生
き
て
い
る
人
達
に
心
を
寄
せ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
し
た
。
く
し
く
も
今
、
原
発
の
事
で
差
別
を
う

け
た
り
風
評
被
害
に
苦
し
ん
で
い
る
人
達
が
た
く
さ

ん
い
る
の
で
、
少
し
で
も
力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま

す
。」【
50
代
・
女
性
】

　「
社
会
人
と
な
り
、
久
々
に
参
加
い
た
し
ま
し
た
。

子
ど
も
の
頃
と
比
べ
、
大
人
に
な
り
参
加
し
て
差
別

に
対
し
て
の
考
え
方
相
手
の
気
持
ち
を
考
え
る
心
、

人
と
人
は
平
等
で
あ
り
、
誰
一
人
差
別
さ
れ
る
こ
と

は
で
き
な
い
と
強
く
強
く
思
う
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
そ
の
気
持
ち
を
ず
っ
と
も
ち
続

け
て
行
動
で
表
し
た
い
と
改
め
て
思
う
集
会
と
な
り

ま
し
た
。」【
20
代
・
女
性
】

　「
毎
年
、
集
会
に
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
子
ど
も

達
は
真
っ
白
な
心
な
の
に
、
差
別
の
心
に
そ
め
て
い

く
の
は
大
人
で
す
。
と
て
も
残
念
で
す
。
集
会
に
参

加
し
た
、
こ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
輪
が
、
広
が
っ
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
今
日
は
私
の
心
も
さ

わ
や
か
で
す
。」【
60
代
・
女
性
】

　「
子
ど
も
達
の
発
表
で
、
リ
ボ
ン
登
校
の
意
味
や

同
和
保
育
園
へ
の
思
い
、
差
別
の
歴
史
か
ら
同
和
問

題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
発
表
す

る
子
ど
も
た
ち
の
発
表
に
、
差
別
と
向
き
合
い
、
立

ち
向
か
っ
て
い
く
力
が
湧
い
て
き
ま
し
た
。」【
50
代
・

女
性
】

　「
狭
山
事
件
の
県
民
集
会
の
想
い
を
受
け
継
ぐ
集

会
が
こ
こ
山
都
町
で
行
わ
れ
る
こ
と
は
素
晴
ら
し
く

思
い
ま
す
し
、
改
め
て
、
自
分
を
大
切
に
生
き
る
、

命
を
大
切
に
す
る
、
人
生
の
重
さ
を
感
じ
ま
す
。
次

元
の
高
い
考
え
方
が
で
き
る
よ
う
、
自
分
も
鍛
え
て

い
き
た
い
で
す
。」【
30
代
・
女
性
】

　「
初
め
て
こ
の
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
集

会
は
「
５
・
23
狭
山
県
民
集
会
」
の
想
い
を
受
け
継

ぐ
集
会
と
、
配
布
さ
れ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
書
い
て

あ
り
ま
し
た
。
大
人
ば
か
り
で
は
な
く
、
保
育
園
児

か
ら
中
学
生
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
こ
と
で
、
狭
山
事

件
の
姿
、
人
権
と
は
何
か
、
差
別
と
は
何
か
を
考
え

る
良
い
機
会
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
多
く
の
中
学
生

が
ス
テ
ー
ジ
で
意
見
を
発
表
し
ま
し
た
。
私
は
そ
の

中
で
も
解
放
子
ど
も
会
中
学
部
の
、
山
都
町
議
会
に

お
け
る
差
別
発
言
に
対
す
る
作
文
が
一
番
印
象
に
残

り
ま
し
た
。」【
40
代
・
男
性
】

　「
来
民
開
拓
団
を
満
州
へ
送
り
こ
ん
だ
思
想
と
、

「
部
落
が
な
く
な
れ
ば
差
別
は
な
く
な
る
」
と
い
う

思
想
は
、全
く
同
じ
だ
と
思
っ
た
。「
何
が
正
し
い
か
、

自
分
の
頭
で
考
え
る
」
こ
と
が
大
切
。
真
実
を
伝
え

る
こ
と
が
、
私
た
ち
大
人
の
使
命
だ
と
感
じ
た
。
解

放
子
ど
も
会
の
決
意
表
明―

共
に
差
別
を
な
く
す
た

め
に
、
一
緒
に
行
動
し
た
い
と
思
っ
た
。
こ
の
場
に

立
つ
こ
と
は
、
部
落
出
身
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、

部
落
外
の
子
ど
も
に
と
っ
て
も
、
立
場
宣
言
に
つ
な

が
る
。
揺
れ
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。
そ
の
気
持

ち
に
寄
り
添
え
る
自
分
で
あ
り
た
い
と
思
う
。」【
40

代
・
男
性
】

　「
子
ど
も
た
ち
の
発
表
を
き
っ
か
け
に
、
自
分
自

身
の
あ
り
よ
う
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
他

の
人
の
思
い
を
き
き
、
重
ね
て
い
く
こ
と
で
、
自
分

自
身
が
少
し
ず
つ
変
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。
何
が
正
し
い
の
か
、
ほ
ん
と
う
の
こ
と
を
自

分
の
目
で
確
か
め
、
行
動
で
き
る
人
間
に
な
り
た
い

と
思
い
ま
す
。」【
30
代
・
女
性
】

　
こ
の
集
会
は
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
、
い
じ
め
や

仲
間
は
ず
し
な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く
し
て
い

く
こ
と
を
目
的
に
、
子
ど
も
た
ち
が
主
体
と
な
り
な

が
ら
、
大
人
も
と
も
に
学
び
遭
う
場
で
す
。
来
年
も

５
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
参
加
し
ま

し
ょ
う
。

だ
れ
も
が
人
間
と
し
て
生
き
て
い
く
う
え
で
侵
す
こ
と
の
で
き
な
い
当
然
の

権
利
こ
れ
が
『
人
権
』
で
す

北原白秋祭　献詩募集
　国民的詩人として親しまれた、詩聖
北原白秋の偉大な業績と威徳を偲ぶ
白秋祭。１１月２日に行われる白秋祭
で献げる詩を募集しています。

○形式
　自由詩（字数・内容など制限はあ
りません。ただし未発表の自作品に
限ります。）
　Ｂ４版400字詰原稿用紙を使用
してください。応募点数は一人２点
までです。
○応募部門
　・小学生の部　・中学生の部

　・高校生・一般の部
○募集期間
　８月１日（月）～９月９日（金）必着

問い合わせ先
　柳川市教育委員会学校教育課
　教務係
〒８３２―８５５５
福岡県柳川市三橋町正行４３１番地
電話０９４４―７３―８１１１
Ｅmail:gakko@city.yanagawa.lg.jp
http://www.city.yanagawa.fukuoka
.jp/

　ブルーベリーは、春・夏・秋と違う面を見
せます。種類の違いはありますが、春は白く
可憐な花を咲かせ、夏は青い果実をたわわ
につけます。そして、秋には葉が赤く色づき、
見事な紅葉を見せてくれるのだとか。その移
り変わりを楽しみに植えられる方もいるそうで
す。
　片倉農園でいただいた摘みたての実は驚き
のおいしさ。水道町スウィーツ７つのうち２つ
をいただきましたが、そのうまさにさらに驚き。
残り５つを自分へのごほうびとするため、苦し
い編集作業に立ち向かった７月でした。（Ｆ）



平成２２年度交通安全標語
コンクール入選作品

山都地区交通安全協会が募集した、交通安全の
標語コンクールの入選作品を毎月２作品ずつご
紹介していきます。（学校名・学年は当時）
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とびださない　よくみてわたろう　右ひだり　（御岳小１年　岡崎　こみち）
飛び出しで　人生かわる　そのしゅんかん　　（中島小６年　柿田　　航太）Contents 主な内容

４～５Ｐ………………………
６～７Ｐ………………
12～ 13Ｐ………………………

ブルーベリー
後期高齢者医療制度

まちの話題

16Ｐ………………………
24Ｐ……………………
25Ｐ……………………………

矢部高日本拳法部
へき地保育所運動会

すくすく育て

ブルーベリー
山都町では、主に蘇陽地区を中心に栽培されて
いるブルーベリー。今年も青紫色の実をたわわ
に実らせました。（４・５ページに関連記事）

命の道、着 と々九州横断自動車道延岡線（嘉島～山都間）の進捗状況

　
九
州
の
中
央
部
の
広
域
的
な
連
携
を
図
り
、

国
道
４
４
５
号
や
国
道
２
１
８
号
の
代
替
道
路

と
し
て
、
地
域
の
活
性
化
に
大
き
く
寄
与
す

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
九
州
横
断
自
動
車
道

延
岡
線
（
通
称
：
九
州
中
央
自
動
車
道
）。

　
東
日
本
大
震
災
に
お
い
て
も
、
高
速
道
路

が
い
ち
早
く
復
旧
し
、
救
急
医
療
活
動
や
救

援
物
資
の
輸
送
な
ど
、
命
の
道
と
し
て
の
重

要
性
が
再
認
識
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　
そ
の
嘉
島
〜
山
都
間
（
延
長
23
㎞
）
は
、

国
と
県
が
事
業
費
や
管
理
費
な
ど
を
負
担
す

る
新
直
轄
方
式
で
整
備
さ
れ
ま
す
。
全
体
事

業
費
は
６
２
３
億
円
。
平
成
19
年
10
月
に
着

工
式
が
行
わ
れ
て
か
ら
、
着
々
と
工
事
が
進

ん
で
い
ま
す
。（
用
地
進
捗
率
約
91
％
・
事
業

進
捗
率
約
38
％
）

　
九
州
縦
貫
自
動
車
道
か
ら
分
岐
す
る
嘉
島

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
と
益
城
町
小
池
に
設
置
さ
れ

る
小
池
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
間
（
１
・
８
㎞
）

は
平
成
25
年
の
供
用
開
始
予
定
、
小
池
イ
ン

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
か
ら
矢
部
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

（
21
・
２
ｋ
ｍ
）
は
平
成
28
年
度
以
降
供
用
開

始
予
定
で
す
。（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
名
称

は
全
て
仮
称
）

　
山
都
町
で
は
今
後
も
、
諸
団
体
と
連
携
を

図
り
、
嘉
島
〜
山
都
間
の
早
期
完
成
と
、
山

都
〜
延
岡
間
72
㎞
（
現
基
本
計
画
区
間
）
の

整
備
区
間
へ
の
格
上
げ
を
目
指
し
て
、
国
交

省
な
ど
関
係
機
関
へ
の
要
望
活
動
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

工区 御船・山都地区 山都都区

区間 嘉島町井寺～益城町小池 益城町小池 益城町小池～山都町北中島 山都町北中島～城平

区間延長 ０.９ｋｍ（有料事業区間） ０．９ｋｍ １０．８ｋｍ １０．４ｋｍ

・設計協議完了（Ｈ19.3）
・用地調査完了（Ｈ19.12）
・用地買収推進中
・塔平遺跡埋文調査完了
・嘉島工事に着手

・設計協議完了（Ｈ19.3）
・用地調査完了（Ｈ19.12）
・用地買収推進中
・塔平遺跡埋文調査中
・塔ノ平地区、西原地区
  改良工事完了
・小池橋下部工事（A1）
  施工中
・高木地区函渠工事施工中

・設計協議完了（Ｈ19.3）
・用地調査完了（Ｈ19.10）
・用地買収推進中
・山下遺跡埋文調査完了
・牧の原、釜出、玉来、田代八丁、南田代、
　津ヶ峯地区改良工事完了
・矢形川橋下部工（A2）工事完了
・山下地区函渠工工事施工中
・河内橋下部工外改良工事施工中
・八勢川橋下部工工事施工中
・鶴山谷トンネル工事施工中
・高平跨道橋上部工工事施工中
・高木、牧の原、牧の原2期、倉道、石場、
　玉来2期、上野下保手野、釜出地区
　改良工事施工中

・設計協議完了（Ｈ19.3）
・用地調査完了（Ｈ19.10）
・用地買収推進中
・北中島西原遺跡埋文調査着手
・千滝川橋床版工工事完了
・戸ノ上、餅田地区改良工事完了

嘉島・益城地区

進
捗
状
況

用地進捗率：約９１％　　　事業進捗率：約３８％


